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一
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1
1

:
9

經

濟

學

に

龄

げ

备

■

性

の

霞

"

'

第

ト

芩

M

V

 

に

內

含

せ

ら

れ

る

。

命

越

的

函

職

释

は

：悟

性

的

判

斷

ビ

：■

德

的

判

斷

ミ

の

一

：
般

的

的
|¥

數
^

に

於

て
l

f e
'f t
'

さ
れ
る
。
數
學
的
論
珣
學
は
判
斷
形
式
の
ー
般
化
に
成
.功
じ
'て
展
る

°

©

圈

的

判

斷

は

次
. 

の
如
ぐ
表
は
：さ
れ
得
る
力X

:

資
，

y

 

t

命
題
的
画
歡
に
ょ
る
判
斷
形
式
c?
)

u

般
化
を
■

に
徹
底
せ
し
め
る
0

6

1)

：
 

該
命
題
は
眞
に
も
あ
ら
^

傭
1

4
.

も
，あ
6
ざ
る
！1 .®

の

1

形
.式
で
あ
る
C

A

)

該

命

題

は

眞

：
を

表

明

一

せ

ぬ

、

從

て

命

題

的
 

函
數
辦
は
悟
性
的
判
斷
形
式
で
な
く
又
た
遨
德
的
判
斷
肜
式
：で
な
：い(

B

)

該
命
題
ば
僞
を
表
明
せ
：ぬ
、
從
て
命
題
的 

凾
數
辦
は
：糧

的

判

斷

形

式

で
t

又

蔬

德

的

判

斷

形

式

で

：

S

變
數
父
にM

値
が
與
：へ
&
:

れ
る
時
、

«
ち 

に
'表
明
せ
ら
れ
.る

I

命
題
が
眞
に
あ
6

す
僞
に
あ
ら
ざ
る
時
*

命
題
的
画
：數

錄

は

美

的

判

斷

の

1

般
的
形
式
で
あ
る
。 

美
的
串
華
の
一
般
的
形
式
^

は
悟
性
的
及
び
道
德
的
判
斷
の
ー
®

®

^

^ :

^

ざ
形

式

的

^ :

同
じ
“

美
的
刺
斷
；の
ニ
®
 

的
形
式
は
悟
性
的
判
斷
ど
道
徳
的
判
斷

V

 

Q

冠
石
で
あ
る
.

「

丸
い
四
«

」

は
美
的
判
斷
で

f

#

る
。
四
角
は
丸
で 

な
■し
故
.

丸
し
四
声
は
£

な
.
.る
半
^

で
な)

丸
い
四
舞
の
存
在
は
自
由
な
る
意
志
-に
依
/
つ
^

意
志
ぜ
ら
ん
曼
る
バ
、 

凡
て
の
意
志
す
る
者
に
普
遍
的
に
®

當
す
る
判
斷
で
な
い
。
然
る
に
尙
ほ「

丸
；V

四
角J

の
存
在
は
確
.
か
で
あ
ぅ
、

疑 

rA

得
ぬ
も
の
ビ
す
れ
ば「

丸
：い
四
®

b
ば
美
的
判
斷
で
な
け
れ
ば
.
な
ら
'
ぬ
。
一
一
面
：の
：價
格
を
有
す
■る
商
品
：は
陈
M :
的
に 

1

一
丽
の
：價
格
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
二
：

V

爾
の
價
格
を
有
す
る
も
の
は
實
踐
的
に
土
圆
の
廣
格
を
有
せ
ね
丨
な
ら
ぬ
。 

三
圆
或
は
3 4
| 1

の
價
格
を
有
せ
ね
，ば
な
％

ぬ
事
は
：な
い
又
た
.三
圆
或
は
3 4

-
1
圓
の
價
格
を
有
す
る
も
毫
も
差
支
へ
は
な
. 

い
。
此
場
合
、

三
圆
の
商
品
.
は
美
的
判
斷
0 .

對
象
ビ
し
て
の
三
.圆
の
商
品
.で
あ
る
0

具
體
的
商
品
で
あ
る
。
利
害
•す

 

算
に
即
し
利
害
打
算
か
ら
解
放
‘せ
ら
れ
て
居
を
商
品
で
あ
る
0
:

« :

故
：美
な
：
^

/

-

-
^
/=
f
r-
:
1
-
■
丨fl
-lr=
m

;

‘
.
e
y
n

v-

-
.

. 

.

.

 

/

レ
ュ
パ
ン
の
經
濟
學
方
法
論
の
根
本
思
想
パ

*

藤
.

林

敬

 

一
二

、 

i 

■ 

.. 

.

經
濟
學
が
社
會
科
擧
の
一
分
斜
ど
し
て
科
學
的
存
立
の
基
礎
付
け
を
要
求
す
る
時
，
最
.も
重
要
な
る
問
題
は
其
の 

對
象
の
限
定
に
存
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
事
は
自
ら
ニ
つ
の
任
務
を
包
含
1 '

る
。
第

：

1

に
は
、
經
濟
學
の
對
象
は 

自
然
現
象
か
ら
區
別
せ
ら
る〜

社
會
現
象
の
：範

圃

に

屬

じ

、
從
：つ
て
此
の
場
合
に
は
社
會
現
象
が
自
然
現
象
か
ら
異 

な
る
所
以
が
明
か
に
せ
ら
る
べ
き
で
あ
\

»

一
 

H

は
、
社
：會
現
象
0

範
圍
，に
於
て
，經
濟
學
は
如
何
に
し
て
興
の
固 

有
の
：對
象
を
限
定
す
る
か
"
換
言
す
れ
ば
社
龠
现
象
は
如
何
な
る
限
定
0

卞

に
_

濟
學
の
_

象
ビ
な
る
か
"

此
の
間 

題
が
答
べ
ら
れ
な
け
れ
ば

ならない

」

。
.是
等
ニ
つ
‘の
任
務
は
又
同
時
に
ノ
論
规
的
に
，

經
：濟
學
が
自
然
科
學
が
ら
鼯 

別
せ
ら
る
、
社
會
科
學
た
る
の
所
以
を
明
か
に
し
"

而
し
て
他
の
社
龠
科
學
：か
ら
分
た
6

、
所
以
を
明
か
な
ら
し
む 

る
が
故
：に
、

經
濟
學
の
科
學
的
存
立
の
理
：'*
に
關
す
る
最
も
根
本
的
な
る
問
題
於
此
處
に
存
し
セ
ゐ
る
？
»

ぐ
の
如
，

き
.經
濟
學
方
法
論
：の
問
題
は|

方
社
會
現
象
を
對
象
？
す
る
一
切
：の
科
學
的
M

索
を
自
然
科
學
の
影
響
か
ら
救
ひ
出 

、
 

さ
ん
ど
す
る
哲
學
的
思
想
.

V
J
、
.

他
方
社
.會
學
の
發
達
ミ
に
#

は
れ
て
、
最
近
特
に
獨
®

る
事
は
旣
に
人
の
知
る
所
で
あ
る
。 

:

,

菩
人
が
今
本
論
に
於
て
其
の
經
»

學
方
法
論
の
根
本
思
想
を
窺
：は
：ん
》

す

る

シ
.

パ
シ
は
.々
先
づ
社
會
學
的

ff
i

索
：：

辨

1

十

卷

.
(
一

三
ニ1

〕

、'/
ユ
パ
ン
の
經
濟
學
龙
法
論
の
根
本
思
想
'

第

十
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第
.

1
$

 

. 

o

-

s

-

a

•

•ハ
ン
の
籙
學
方
法
綺
0
韻
本
思
想 

s

h

B 

ニ
3
 

け
I

N M
し
て
經
濟
學
の
I

論
的
I

に
來〜

更
に
ブ
步
を
S

て

墓

の

：鏡

に

f

f

其
の
I

を
I

 

i

へ

出

尤

€

に
今
日
彼
I

Q

方
法
S

Q

見
解
S

I

に
一
方
S

た
る
を
失
次 

な
い
。
最

近

R
.

 

I

I

の
著
作
は
題
し
て
、D

i
e

 

I

 in 

d
e
r

 

I

s

 

I

I

I

 

f

 

”
 

市
し
て
彼
か
右
書
公
刊
の
I

s

.,

パ
ン
の
學
說
に
對
す
る
批
評
に
：拇
た
|

彼
自
I

崖

文

に

記

す

る
f

 

f

約
ほ
且
つ
、

一
四
S

に
滿
た
ざ
る
右
の
著
作
に
於
て
シ
ユ
パ
ン
の

I

I

對
す
る
見
解

s

f

r

彼
. 

自
身
の
.見
#

に
f

s

な
る
批
評
I

以
て
其
の
一
一
〇
頁
を
f

た
る
事
.
I

b

l
に
I

s

に
シ
：，
パ 

ン
：|

日
占
め
る
s

u

s

l

f
加
i

Q

l

f
の
、
如
<
 
で

繁

。
_

^

へ

今

丨

ドs
t
p
z
m
a
n
n

が
シ
ノ
ン
に
藥
す
る
批
評
の
根
基
を
哲
學
の
深
奥
ね
置
き
し
は

.當
然
で
あ
る
。
然 

I

I

方

シ

ュ

バ

ン

が

其

の
K

t

 
re 

|

‘に
：於
て
其
の
見
：錄
I

學
的
基
礎
I

及
せ
る
n

彼

を

ず
i

の

は

繁

共

に

經

濟

纂

Q

瞿

に

麗

せ

な

け

れ

ば

f

な
い
0
ほ
明
か
で
t

。
J

、
吾
人 

は
本
論
に
：於
て
斯
ぐ
の
如
4

圖
I

I

い
。
吾
人
は
f

 

I

し

T
彼
.？

日
に
f

 

|

皇

た

る

_

を

な

せ

る

I

學

的

省

察

に

限

つ

1

其

の

方

法

論

上

の

根

本

產

I

は

ん

要

る

.企

圖

I

つ

。

.然

い

I

の

艮
 

丨

於

T

シ

ノ

ン

の

思

想

は

彼

自

'

&
記

す

る

が

如

ぐ

、

而

し

て
s

t
o

N
m

s
n

も

洱

三

指

摘

せ

る

が

如

ぐ

、

&

こ 

發

展

を

^

し

,0
、

徐

々

に

舊

來

S

想

を

脱

却

し

つ

、

ぁ

る

。3
斯

ぐ

の

如

I

ュ

パ

ン

，1

雲

展

の

經

過

を

能

 

ふ
し
彼
の
根
本
患
想
を
窺
ふ
事
は
尙
ほ
吾
人
に
對
し
て
一

ヶ

の

輿

味

を

持

つ

。

a
 

W
-
. s

t
o

k
m

.

 

D
i
e

 

K
r
i
s
i
s

 

i
n

 

d
e
r

 

h
l

g
e

n

 

N
a
t
i
i
5
k
o
n
o
m
i
v
z
9
2
5
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S
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-
d 

J
r

U

.
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'
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V

'

1

!'

i

5
I ■ 
|

シ
へ
”

ン
が
經
濟
學
方
法
論
に
對
し
て
跺
ら
ん
ビ
す
る
社
#.
.學
、的
態
度
は
凡
そ
次
ぎ
0

如
く
で
あ
今 

1

切
の
轺
濟
學
的
硏
究
を
支
配
し
其
の
方
法
論
の
態
度
を
決
定
す
る

も
の
は
、
終
屈
に
於
.て
は
1]
:
,會
學
汾
?1
餐
で 

あ

る

從

つ

て
1
鹆
學
方
法
論
の
解
決
の
鍵
は
經
濟
槪
念
の
社
會
的
要
素
中
に
存
し
、
而
し
て
斯
ぐ
の
如
き
汗
究
，V 

發
足
す
る
に
在
る
。
何
ん
^
な

れ

ば

經

濟

槪

念

が

如

何

や

ぅ

に

決

定

せ

ら

る

其

れ

は
.常
：に
且
つ
必
然
的
に 

經
濟Q

.

社

#

に
於
け
，
る

地
.位
、
經
濟
の
社
會
に
對
す
る
內
而
的
關
聯
を
包
含
す
る
が
故
で
あ
る
。
夫
故
に
經
»
の
出 

會
#

的
&

識
は
經
濟
槪
念
に
對
し
，
K

に
又
經
濟
學
槪
念
檝
成
0

金
體
に
對
し
て
決
定
的
構
成
的
要
素
を
與
ベ
る
。(1
> 

®
く
の
如
き
シ
ュ
パ
ン
の
態
度
が
第
一
に
提
出
す
る
則
題
は
、
方
法
論
の
中
心
問
題
が
常
に
經
濟
：の
社
會
學
的
槪

念0

決
定
に
存
す
1

5

事
で
t

。
然
I

何
人
も
直
ち
に
：想
到
す
る
が
如
く
、
經
濟Q

I
U

於
け
る
地
埤 

或
は1

般
的
に
、

^

u

#

^

善

一

雪

進

め

て

「

祉
會 

さ
は
何
で
あ
る
か」

奚

ふ

麗

に

歸

&

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
.
«明
白
ヤ
あ
ぶ
。
徑

.彼
は
風
.に

「

社
會
學
.の
主 

要
槪
念
ざ
し
て
め
社
會
槪
念
は
同
時
に
ー
切
0
社
會
科
學
ー
般
0
.最
高
中
心
*

念

で

あ

^

^

趑

ダ

切

の

社

會

斜
 

學
の
方
沒
論
的
©

系
的
«

造
の
最
高
問
題
で
あ
.る」

之
述
べ
て
ゐ
る
。s

夫
故
に
彼
の
方
法
論
上
の
极
本
思
想
を
窺 

は
ん
が
爲
に
は
、
菩
人
は
第
ー
に
彼
の
社
會
學
谦
に
立
入
&
な
け
れ
_ぱ
な
、ら
な
‘い
。

シ
t

ハ
ン
に
從
へ
ば
、
社
#
槪
念
の
問
題
に
は
ニ
つ
の
可
能
な
る
根
本
解
答
が
存
し
て
ゐ
る
。
第

I.

の
解
答
に
依 

れ
ば
、
社
會
2

は
單
な
る
個
人
の
集
合
：で
あ
ぅ
、
個
人
.は
其
れ
自
體
胸
立
0
も
の
な
ぅ
ミ
考
，；t

れ
て
ゐ
，る
o

I

V
 

第
.ニ
.の
解
答
は
社
會
ビ
は1

つ
の
全
體
，0
&
1
1连

p

あ

其
の
部
分
M

自

己

に

獨

立

奴

も

で

は

な

.
ぐ

全

體

に

依
 

つ

，
て

條#
付
け
ら
れ
た
，る|

部
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
ビ

:*
釋
す
：る
.o 

.
前
者
«
社
會
^
^
.の
1

成
に
1T
?

て
®
 

V
 ̂
ゆ

第
■
U
T
'
_̂ 

.

(
； 1

H
-
U
S

)

.

-y
tu
パ

シ.0

法

输 

0
^
i
4
m
想
'
. 

第

十

號

.一

....一
二



笫n

十

饴a
三

110> 

2
 

X
V
の

經

濟

學

方

法

输

の

根

本

思

想

:'
第

十

號

ニ

三
 

第

！

，義

的

重

喪

を

認

め

んS
す
る
も
の
-で
あ
々
，
彼
は
斯
く Q

細

&
應
解
を
稱
.し

:1
:
.個
入
主
_

<£
袞
ふ
。
而
し
て
後
：
. 

者
は
個
人
に
先
立
つ
て
杂
體
ビ

し
て
の
®

人
的
關
聯
に
it
寒
を
認
め
んW

す
る
も
の
？
換
言
す
れ
ば
斯
く
の
如
き
全 

體
が
個
人
の
存
在
に
對
し
て
事
實
上
論
理
上
共
に
。先
行
す
る
^
：見

る

見

解

：で
あ
つ
：て
、

彼

は

是

れ

を

稱

し

て

全

體

主 

_
 u

n
i
v
e
r
s
a
l
i
s
m
s

 

w
 
呼

ぶ

。

却

說

、
個

人

主

義

の

晃

解

に

從

へ

ば

、

入

間

社

會

の
«

^
は
填
に
«

入
の
み
で
_あ
；つ
て
全
體
.に
於
け
る
個
人
の
關 

聯

で

は

な

い

。
社

會Q

基

礎

並

に

そ

の

本

質

は

個

人

に

存

し

て

全
.

g
'

自
體
に.；

存

す

る
.も

の
で
は

な

い

。
從

つ

て

人

間
. 

社

會

は

單

に

個

人

か

ら

成

立

し

％ .

個

人
以
上
に
何
等
特
有
な
る
V
獨

立

な

る

も

の

，は.社

會

全

體

中

に

存

し

て

ゐ

な

い

。 

社

會

の

現

實

、
本
質
並
に
.そ

の

唯

一

の

櫸

成

要

素

は

唯

だ

⑽

入
の
み
で
あ
へ
る
？
從
つ
て
斯
ぐ
の
，如

&

個
人
生
義
的
紙 

會

舰

は

當

然

個

人

を

以

て

其

の

本

質

上
.
一
定
の
社
會
的
結
合
關
係
に
入
る
に
先
つ
て
、
旣

に

夫

れ

自

體

完

成

し

獨

立 

の

も

の

な

ぅ
^

見

る

。
而

し

て

斯

ぐ

の

如

き

個

人

の

堪

な

る

機

械

的

原

子

的

關

職

に

過

ぎ

ざ

る

.：も
め
が
個
人
主
義
の 

見
解
に
於
け
る
社
會
槪
念
の
內
容
で
あ
る
。
是
れ
に
對
し
て
シ
ュ
パ
ン

0
謂
ふ
会
體

'主
義
の
楓
本
思
想
は
.、「

個
人
の
. 

精

神

的

關

聯

中

に

社

會

の

根

嫄

並

に

本

質

を

認

め

る」

.ゴ

S

ふ
點
に
存
し
て
ゐ
な
。

^

人

の

精

神

的

結

合

は

、
‘全
體 

主

義

に

於

て

妓
、

#
葙
な
る
も
の
_
®
の
も
の

^

考
へ
ら
れ
 

> 
而

し

て

そ

れ

は

超

個

人

的

の

も

の

で

あ

り

ノ

社

會

の 

本

質

に
W

し

て

第
一
義
的
意
_

を

持

つ
o 

M
に

斯

く

の

如

&

精

神

的

結

合

は

社
#

に

於

け

る

個

人

の

生

活

を

條

伸

付 

け

る

も

の

で

あ

る

。

か
く
て
全
體
主
義
の
.見

解

に

於

て

は

、
社
會
ど
は
單
な
る
，個

人

の

機

械

的

原

子

的

集

合

で

は

な 

く
し
て
’

超
個
人

的

の

も

の

、

個

人

以

外

に

存

す

る

所

の

も

の——

個

人

の

精

神

的

結

合

：

し

て

の

r

全
體
を 

構

成

す

る

。‘
而

し
.て
全
體
^

義

：の
任
務
マ」

す

る

所

は

個

人

淸

神

に

對

す

る

存

在

條

件

を

包

有

す

るi

全
墙
ど
し
て
の

吾
々
の
精
神
的
內
面
的
性
質
か
ら
社
會
を
說
明
せ
ん
，ビ
す
る
に
在
る
。(3
)

,

シ
ヘ
パ
ン
に
侬
つ
て
茲
に
對
立
せ
し
め
ら
れ
た
る
一
一
つ
の
社
會
‘觀
ば
、

吾

々

の

持

つ

思

想

發

展

の

歷

史

に

於

て

、 

其

は

時

に

形

而

上

學

的

恩

索

ミ

結

合

し

、

人

生

觀

世

界

獅

の

背

景

を

柳

成

し

、
或

は

政

治

的

"
經
濟
的
苦
し
く
は
一 

般

に

釉

會

的

な

る

實

際

政

策

的

見

解

の

背

後

に
#

し
"

觅
に
.又

客

觀

的

認

識

の

領

域

に

於

，て
.さ

へ

社

會

科

學

者

を

動 

か
し
た
。
而

し

て

其

の

是

等

ニ
つ
の
見
解
は
常
に
相
爭
へ
，る
、
S

に

相

對

立

す

る

思

想

を

形

成

し

て
.ゐ
る
。
か
く
て 

社

會
槪
念
の
解
決
は
從
來
の
■思
想
史
的
發
M

の
過
程
に
於
て
著
し
く
困

.難

な

る

問

題

^
し
て
吾
々
に
殘
さ
れ
て
ゐ 

る
。
之
れ
に
對
し
て
近
時
の
社

#

學

が
"

客

®

的

認

識

に

基

く

限
^

^
社

會

槪

念

^
解

決

を

斜

學

的

に

行

は

ん

：ど
す 

る
も
の
な
る
事
は
明
か
で
あ
る

'

か
ぐ
て
シ
ー
パ
ン
に
於
て
は
、
個
人
主
義
か
全

11
主
_

か
の
；間

題

は

、
社
會
科
學 

者

に

取

つ

て

は

世

界

舰

の

問

題

で

は

な

く

し

て

，
科
學
的
に
基
礎
付
け
ら
る
べ
：き
社
會
：理

論

0
問
題
で
あ
る
。

('
0

さ 

れ
ば
シ
、
パ
ン
は
唯
だ
次
ぎ
の
如
袅
簡

m

な
る
理

W

を

以

て

、
；
個

人

主

義

の
M

解
^

社
#

a
論

さ

し

で

吾

々
0

經

驗

：
 

的

現

實

を

說

明

し

雛

き

も

の

で

あ

る

ど

做

し
"

反
之
"

全

體

主

義

を

辯

讓

：ぜ
んV

す

る

も

の

で

：あ
る
。

即
ち
彼
の
說 

く

所

に

從

ベ

ば

、 

，
 

.

「

確

か

に

社

會

に

於

て

他

人

の
S

か

ら

分

立

す

る

ビ
沄

ふ
.

V
ビ
は
备

然
不
可
能
で
あ

.る
。其
の
事
は

」

切
の 

經
驗
に：

る
。
社
#
;的
全
體
：に
對
す
る
本
®

的
結
合
が
.寧

ろ

見

出

：さ.れ

な

け
れ
ば
：な
ら
な
.：い
o

何
ん
ど
な
れ
ば
へ 

其

れ

の

み

獨

り

現

實

に

應

ず

る

が
故

，
で
あ
る

J
'

v

ぶ

夫
故
に
又
經
濟
學
に
移
じ
て
之
れ
を
痕
れ
ぱ
"「

人
が
個
人
主
義
的
社
會
_

を
抱
懷
す
る
や
，
或
は
全
體
主
義
的
社 

會

镇

を

狍

懷

ず

，
る

や

は

國

民

經

濟

.學

に
.於

て

：：
は

理

論

的

{;

も
實
際
的
に
：も
_甚
だ
*

喪
0 .
®

.

"
 

經

笫
一

一

屮

卷a

 §
1

五〕

^.
ムk

ソ
の
鸫
激
掛
方
法
論
の
根
本
思
想
：
' 

箩
屮
號
一
ニ
三
丨



璧

_

 

a

憲

六)
v

夂

ン

办

法

騎

i

蜜

,
 

潘
1

3
.四 

竄

に

ぁ

？

其
I

雪

自

I

:
許
さ
れ
な
.い
。
.
而
し
S

人

義

0

1

難

ぺ

パ

ン

に

依

？

：S

る
油

象

論

、
非

現

實

的

密

理

論

ビ

し

：て
經
驗
斜
學
ミ

し

て

の

經

.濟
學
か
ら
排
除
せ
.
6れ
^

居

名

(5
:

ン
J

ン
が
經
1

方
-法
論
の
中
.心
問
題
を
11
:
會
理
論
の
問
題
に
歸
«
せ
し
め
も
個
人
主
義
せ
全
體
主
義
の
ニ
つ 

0 
.
p 

f
i
t
.
,
立
^

を
區
另
せ
る
は
、
IE
に
方
法
論
の
®

心
點
.が
輩
な
.る
餅
^

方
法
，®
By
®

、
換
言
す
れ
ば
歸
納
が
演 

釋
ヵ
の
H
E'i
l
に
存
せ
ぎ
る
：事
を
吾
人
！̂
示
す
.も
の
.：で
ぁ
る
”(8

)

さ

れ

：ば

、

「

杣

象

：に
：於
；て

眞

な

る

も

の

は

逾

當

0
參
酌 

を
^

つ
で
す
.れ
は
具
象
に
於
て
常
に
眞
な
b
Lc
o
)
s云

ふ
0

の
立
場
を
以
て
古
典
學
派
が
抽
象
的
演
釋
.的
硏
究
方 

'法
に
重
き
を
置
か
ん
と
す
る

S

、

反
之
：、

先

づ

經

濟

事

象0
_記

述

せ

分

類(?
>

|

( :
重

寒

を

說

ぐ

歷

史

學

派

这

は

、 

興
の
馨
點
を
硏
究
方
法
I

く
限
り
に
於
て
は
眞
I

法

麗

.の

中

心

に

觸

れ

，て
ゐ
な
い
.

洵
I

細
か
演
釋
か 

の

崖

て

は

な

ぐ

、
全

體

義

か

■個
人
.主
義
か
®
塵

が

シ

ュ

.パ
ー
ン
に
於
て
は
方
法
霞
根
本
的
對
立
を
爲
す
。
從 

來
め
齓
濟
學
は
是
董
っ
の
立
場
に
於
て
S

に
f

れ
る
形
態
を
保
有
す
.る
o
斯
I

黎

對

立

が

經

濟

學

に

於

，
て

i

見
副
合
す
ベ
か
ら
，ざ
.る
分
離
を
致
せ
る
翕
で
、s

t
o

l
I

B

は
前
揭
著
作
に
題
し
で
®

铮
.經
濟
學
の「

_

」

を 

訴

ふ

‘る
も
の
，で

ぁ

る

10
°
)

.
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c
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i
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s
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F
s
l
v
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J
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V
e
r
g
l
.

 

G
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,

 

B
k
.
.

 

I
I
.

 

T
e
i
l

 

L

w
a
p
. I

L

 

s
.

 

ff_

6 

H
a
u
p
t
t
h
e
o
I

v-i.enJ 

s
..  

2
7
*

.
(7
)

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
l
e
l
i
r
e

丫 s.  
q
TV
's.
f
f
.

 

:

O
.

ひ p
a
n
n
.

 

T
o
t
e

tf
tj
^

v
c^
s

d

i

g

e

 

"
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f

vrI
9
2
r
.
s
.

rl
7
.

此
の
點
に
關
す
？V

d

パ
ン
の
學
說
史
的
批
評
は
蛛
.

#11

發
見
す
る
事
が
出
來
る
。

H
a
u
p
t
t
h
e
o
r
i
s
.

O
'
s
p
a
n
n
j
v
o
m
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G
e
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s
t

 

d
e
r

 

v
o
l
k
s
w
i
f
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
l
l
r
e
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F
u
n
d
a
m
e
n
t
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s
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i
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S
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U
n
s
e
t
t
l
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u
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o
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a
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i
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1 0s

o'l
z
m
a
n
,

 

K
r
i
s
i
s
,

 

s
' 

2
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:

 

'

三

.

然
6

ば
全
體
虫
.義Q

；

社
會
觀
か
ら
如
何
に
：し
て
經
濟
の
_

#
學
_

«
念

顏

立

音

ら

る

、

か
。

.

シ
ュ
パ
.
ン
の
全
體
主
_

に
從
へ
ば「

社
#
ミ
は
精
神
的
並
に
行
爲
的
結
4

2

t.f
e

$
、
«

®

'

E

m

u

l

n

g

ざ
行
«
 

ざ
は
各
#

^
現
象
，.
.各
社
#

生
活
0
|
1つ
の
究
局
«

成
|?
素
：で
あ
る」

，6
而
し
T

「

人
間
«:
會
の
本
質
並
に
其
0
根
：
 

躕

は

糌

紳

的

結

合

G

f
 
f

 

a

p
に
存
じ
、
反
.之
、
行
爲
0
.世
界
は
：單

に

泰

仕

的
 

d
i
s
e
n
d

で
あ
-
^
、
乍 

然

、
精

神

的

結

合

を

し.て

初
め
て
實
現
せ
レ’め
"
表

願

せ

じ

む_

も
の
.
.で

あ
る
。̂)
一
 

切
の
：«:
會

現

象

：
が
：
終

局

'
に

於
 

て
.威
鐵
ビ
行
爲
：0
ニ
；
々

の.恶
素
に
分
析
せ
ら
.る
ビ
_

ふ
«

の
^
解
は
：、
_社
會
科
學
の
對
^

吾
人
に
1.
7K
せ
る
も
0

で
あ
る
b

M
に
一
切
の
威
爨—

廣

義

に

解

す

«
其
.の
«

質
上
»

價

目

的

を

包

有 

す
：'る
。
人

間

の

精

神

塞
.

s

過

環

it
常

に

：
，
成

立

す

.る
，評
價
若「

し

く

は
_

的
ほ
、

必
然
，

目
的
達
成
の
.爲

に
-
段
を
：
 

盡

十

哉
.(

1
三

ニ

送
>

ユ

>
爲

雪

-

^

1麄

憲

1
. 

?

«

,

1

ニ
苒



帑n

十

怨

(

1
三
ニ
八)

ご

v

ン
の
經
篇
方.法
論
め
摘
#
難
想
 

^

0
 

ニ
ー
ム
、

 

要
求
す
る
。
而
し
て
行
爲
は
正
に
斯
く
の
如
為
手
段
？

し
：で
：役
立
：つ
も
の
で
あ
る
0

感

®
は
® ;
機どなう

、

0

的
こ
 

な
る
。
從

つ

て「

行
爲
.ミ
は
動
機
の
効
果w

l
a

m
i

で
あ
るJ

。「

行

爲

は

單

に
®

覺

：の
表
明
に
過
ぎ
ざ
る
も
の 

'

で
あ
う 
> 
感
覺
は
創
造
的
喪
素
で
あ
う
、
行
爲
は
奉
仕
的
粟
素
.で
あ
る
。g

シ
：ュ：
パ
：ン
.は
：斯
く
0
如
き
ニ
般
社
會
の
' 

本
質
に
«
す
る
形
式
社
會
槪
念
か
ら
發
足
し
て
、

社
會
の
.物
的
制
限
及
び
內
容
的
形
®

に
'關
す
る
問題の

®

決，

に
®
 

む
。
而
し
て
彼
が
謂
ふ
經
濟
の
»

會
學
的
槪
念
.は
:|
£
し
く
蘇
に
解
明
せ
'ら
る
0
:
”

.再
び
彼
に
從
へ
ば
ヰ
人
間
社
會
を
物
的
内
容
的
に
觀
れ
ば
ニ
切
^
祉
會
現
象
"

社
會
生
活
：は
各
ミ
其
の
內
面
的
同 

W

性
に
從
つ
て
相
對
的
に：

統
ニ
あ
る
客
觀
體
系
，O

b
j
e
k
t
i
v
a
t
l
i
s
y
s
t
e
m

若
し
ぐ
は
部
分
內
容T

e
U
i
n
h
a
l
t

を
社 

f

的
全
體
の
.肉
に
構
成
し
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
客
«

體
系
或
は
部
分
內
容
-
—

例
へ
ば
宗
敎
、
科
學
。
藝
術
、
經

濟
、
國
家
等

-
は

ニ

っ

の

部

類

に

分/2
れ
る
。
即
ち
ー
つ
は
精
神
的
結
合
に
侬
つ
て
«
敗
せ
.ら
れ
、
他
は
行
爲
の

結
合
に
依
づ
て
構
成
甘
ら
れ
る
。
斜
學
、
藝
術
、
宗
敎
、
道
德
、
：
锻
學
等
は
前
者
に
屬
し
、
後
者
に
屬
す
る
客
觀
體 

系
を
シ
ュ

パ

ン
は
觅
に
三
鋪
に
分
っ
。
第
一
は
手
段
調
達
の
行
爲
結
合
，

G
l
n
s
a
m
k
e
i
t

 

l
e
l
b
e
s
c
b
l
d
e
n

 

H
a
n
d
l

第
二
は
補
助
行
爲
、
第
三
は
高
級
補
助
行
爲
で
あ
る
。
而
し
て
右
第
一
極
の
體
系
は
經
濟
で
あ
A

第
二 

輒
は
精
刺
的
交
換
の
條
#

ど
し
て
;0
言
語
、
文
書
等
を
供
し
ノ
或
は
又
精
神
的
結
合
並
に
奉
仕
的
行
爲
の
揭
歸
を
確 

保
す
る
秩
序
、
組
織
は
是
れ
に
顧
す
.:
6
。
最
後
に
高
級
補
助
行
爲
、
そ
れ
は
組
織
的
行
爲
を
铒
び
補
助
し
、
組
織
化 

を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
'で
あ
ト
、
政
治V

J

戰
爭
マ」

は
是
れ
に
厲
し
て
ゐ
る
o

g
是
等
の
.部

分

內

容
,1
^
{
^
|
な 

る
內
面
的
構
成
ミ
#

性
ど
を
有
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
旣
述
：の
如
ぐ
行
爲
の
體
系
は
精
神
的
結
合
に
對
す
る
手

段

ミ
し 

て
、
质
則
士
し
て
は
單
に
泰
仕
的
性
質
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
<

て
手
段
調
達
ど
し
て
の
部
分
內
容
は
社
會
1:

W

於
け
る
經
濟
で
あ
り
、
此
處
に
經
濟
學
の
對
象
が
存
し
て
ゐ
る
。

觅
に
經
濟
の
社
會
に
於
け
る
地
位
を
明
S

に
す
る
爲
に
ン

ュ

パ

ン
に
從
つ
て
其
の
本
質
を
要
約
す
れ
ば
次
ぎ
の
如 

ぐ
な
る
。

猎
一
、
經
濟
は
行
爲
の
- ^
[1
1

.
に
«

し
て
精
»

的
結
合
自
體
に
は
屬
し
て
居
な
_
い
。
行
爲
；は
社
會
の
本
質
を
形
成
す 

る
も
の
で
は
な
く
、
此
れ
に
對
し
て
泰
仕
的
性
質
を
有
す
る
。

第
一r

經
濟
は
精
神
的
結
合
若
し
く
は
行
爲
に
對
し
.て
手
段
を
調
達
す
る
’。
斯
く
の
如
&
丰
段
調
達
の
特
質
に
於 

て
經
濟
は一

般
に
目
的
に
.對
す
る
手
段
で
あ
-

、̂
精
神
的
結
合
若
し
く
は
組
織
的
行
爲
、
政
治
的
行
爲
-0
0

的
に
對 

す
る
手
段
で
あ
る

シ
ュ
パ
ン
が
經
濟
學
方
法
論
の
中
心
に
置
き
し
經
濟
の
社
.龠
學
的
考
察
.は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
彼
が
斯

く
の
如
き
社
會
學
的
考
察
に
基
き
經
濟
學
.の
論
理
的
構
：造
.並

は

某

：の
嫵
念
構.成
^

論
：：理
：を
吾
人

に

示

せ

る

も

の

は 

F
u
n
d
a
m
e
n
t

 

d
e
r

 

V
o
l
k
s

 w
i
r
t
s
c
h
a
f
&
e
h
r
e
,

 

I 

A

u

p

I9I
00
, 3 

Aufi. 

1
9
2
3

 

で

あ

る

。

以
下
少
し
く
吾
人
は
彼
の
此

の
.試
み
に
於
け
る
甚
本
問
題
を
檢
討
し
や
ぅ
。

( oG
e

s
e

i
u

'
s

.

 

2
0
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(2
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p
. 

p
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) 

S. 
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5
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.

 

C
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a
.

 

a
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o
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-
1
0
0
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D
e
r
w
a
h
r
e

 

S
t
a
a
t
,

 

s. 

7
2
-
7
,

ャ
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a
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p
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O
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7
3
-
7
4
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シ
；

T
V
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馨
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方
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論
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根
本
孤
想
 

第
£

1
1
1

七



* 

-
摩

十

溜

c f g

霞

シ

經

麗

方

_

れ
禁
思
挺 

一
 

1

四 

.

以
上
S

く
に
し
て
シ
ュ
パ
ン
の
社
：會
學
的
觀
察
に
從
.へ
ば
"

經
濟
は
：其
れ
自
體
に
獨
立
の
も
の
で
は
な
ぐ
人
間 

の
社
會
生
活
に
於
け
る
他
の一

切
の
領
域
に
對
す
る
手
段
體
系
で
あ
る
。
斜
學
、
藝
.術 

> 
宗
敎
、
法
律
等
は
各
^

有

の

偾

値

嘉

し
"

自
己
存
在
、
唐

层

S

味
に
於
T

.
篇

Q

裳

に

趣

し

て
f

。
皇

、
顏

i

ご
£
_ 

段

繋

に
f

な
い
。
ぃ
さ
れ
ば
經
濟
は
手
段
の
範
国
で
あ
ぅ
、
經
濟
槪
念
の
第
一
の
、
f

普

讀

罢

式

は

「

經 

濟

W

はm

的

に

對

す

る

黑

Q
總
體
槪
念
で
f

 o」
3

シ
‘

パ

ン

の

麗

經

濟

學

©
論
理
的
性
質
並
に
槪
念
構
成
の 

®

a

は
1

に
此
處
に
存
す
る
°

然
ら
ば
手
段
の
本
質
に
關
す
る
被
の
見
解
は
如
何
。

シ
ノ
ン
に
從
へ
は
自
然
は
偾
値
の
世
界
に
對
し
て
_

果
0
世
界
を
.構
成
す
_る
。
價
«
の
.領
域
に
は
安
當
«
系
が
、
 

汇
し
て
因
果
の
®
城
に
は
.價
猶
に
無
關
係
な
機
*
的
必
然
が
成
立
す
る

。

彼
に
於
て
は
：妥
當
關
係
は
上
ド
：
H
o'
h
e
r 

§
d 

N
i
e
d
H
g
e
r

 

の 

S
#
て 4

CN、

K*
M

®
係
は
前
後
=vo

r
h
e
r

 

u
n
d

 

N
a
c
h
K
e
r

 
じ

の

_
係
^.
し
て
-區
別
せ
ら
、 

T
ゐ
る
b
而
し
て
實
缉
せ
ら
る
べ
き
も
の
ど
し「

て
の
價
値
は
目
的
-e
あ
ぅ
、
因
果
0
領
域
に
於
て
價
値
を
實
現
す
る
も 

の
は
乎
段
で
あ
る=

從
つ
て
手
段
'は
；價
値Q

實
現
者
f

て

價

値

の

產

ビ
因

S

麗

を

述

結

す

る

。
從
つ
て
手
段 

を
し
て
乎
段
た
ら
し
め
る
'も
の
は
，一
つ
に
；價
値
關
係
で
あ
るC
页
に
價
値
關
係
：は
手
段
«
念
に
於
け
る
目

的

論

的

#

 

.徵
を
爲
す
。
乍
然
、
年
段
の
目
的
論
的
槪
念
に
於
て
は
‘手
段
は
其
れ
自
體
に
闽
有
め
價
値
を
有
甘
ざ
る
が
故
に
、
«
/r 

僧
値
へ
の
道
"
前e

的
、
前
階
段
苦
し
く
は
中
間
El
的
た
る
に
過
ぎ
な
い

o
而
し
て
0
的
ミ
し
：て
の
.價
直
は
手
段
系
列 

の
終
励
に
龙
つ
。
さ
れ
は
芋
段
は
因
楽
の
總
體
槪
念
で
あ
.

o,"

又
他
雨
®
値
關
係
1

0的
關
係
の
總
體
_
念
で
あ
る
。e 

韦
段
の
逛
等
ニ
ジ
の
論
理
的
耍
素
を
ノ
シ
ュ
パ
ン
は
菩
々
の
認
識
に
對
し
て
、

一
つ
を
平
段
の
發
生
的
槪
念

I

|
f

I

j

1

I
1
1

!

I

I

I

I；

I

!

ひ
、
他
を
作
用
傲
念L

e
s
u
r
i
g
s
b
e
g
r
l
f
r

ビ
稱
し
：て
.
ゐ
る
。

而
し
て
.シ

ユ
パ
ン
~に
從
.へ
ば
竽
段
の
自
的
關
係
0
浊

質
 

«
槪
念
上
第
一
次
的
耍
素
で
あ
^

^
其
の
因
果
的
性
質
は
第
二
次
的
要
素
、
云
は
ゾ
偶
然
的
發
生
的
要
素
で
あ

る

。 

蓋
し
手
段
の
因
果
的
性
質
は
目
的
に
對
し
て
効
果
を
持
ち
A
目
的
關
'係

に

依

.
つ

て

®

め
：て
手
段
.ど
な
る

が

故
で
あ
る
。 

從
つ
て
手
段
本
來
の
槪
念
は
因
果
的
性
質
に
な
く
し
て
目
的
關
係
の
性
質
に
存
し
て
ゐ

る

。⑶

手
段
の
堪
な
る
因
果 

的
觀
察
、
典
の
發
生
的
®

念
は
手
段
本
來
の
«
*!
に
謝
せ
ざ
る
が
故
に
國
民
經
濟
學
的
認
識
に
資
す
る
も
の
で
は
な 

い
。

反

之

、

手

段

の

價

値

關

係

的

觀

察

，の
み
が

"

手

段

め

作

用

漑

念

の

み

が

國

民

經

濟

學

的
！！

識
に
.於
て
可
能
な
る 

槪

念

で
あ

る

。

.

少
し
く
シ
ュ

パ

ン
の
說
明
に
從
へ
ば
、
藤
て
の
經
濟
が
部
分
作
用T

e
m
e
i
s
t
g
g
e
n

 

Q

組
織
體
ぐ
し
し
て
構
成
せ
ら 

れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
其
れ
は
二
種
の
方
法
に
於
て
舰
察
し
#

ら
る
S
:が
如
く
.に
考
へ
&
る
。
即
ち
第】

に
は
、
物
理 

的
、
化
學
的
、
生
物
學
的
並
に
心
理
學
的
特
質
を
有
す
る
獨
立
な
る
自
撒
：事
物
：ど
し
て
、
因
*

的
に
觀
察
.せ
ら
れ
る
。
 

例
へ
げ
、

j

商
品
の
販
賣
は
目
的
に
對
す
る

手
段
の
讓
渡
ヒ
し
‘て
、
又
所
得
に
對
す
る
効
果
ど
し
て
考
察
せ
ら
れ
ず
、 

作
用
的
に
观
察
せ
ら
る
>
'こ
ど
な
く
し
て
％
9
る

心

理

的

感

情

：の
結
果
ヒ
し
.て
亂
察
'せ

ら

る
\
か
如
：き
之
忭
で
あ
る
。 

或
.：

似
又H

場
に
於
け
る
機
械
.
S
原
料
.の
使
用
、收
場V

J

し
.て

又

餅

作

地

ミ

し

て.の
土
地
の
.：利

用

、
家

計

に

於

け

る

生

產 

物

の

利

用

が

：財
の
：目
的
逄
；成

は

對

す

る

價

値

：關

係

の

現

象

ぜ

し

て

k

は
'な

ぐ

技

術

的

に

觀

察

せ

ら

れ
V
機
：槭

の

搆

成 

部

分

が

機

槭

勞

働

の

効

果

：
に

對

す

.
る

作

.
用

的

述

鎖

w

し
：て
ぐ
は
な
ぐ
其
れ
自
體
物
a
的
の
も
の
ビ
し
.て
研
究
せ
ら
る 

>
が
如
き
"

總
て
是
等
0

麗
は
一
般
的
因
朵
關
係
の
究
明
で
あ
る
0

®
つ
て
其
れ
は
經
濟
.學
.的
觀
察
で
'は
な
.ぐ
， 

シ
：ュ\

ン
は
斯
く
の
如
き
觀
瘵
を
自
然
料
學
的
觀
察
で
あ
る
f
云
ふ
o
即
ち
總
て
是
等
の
觀
察
は
心
理
的
で
あ
る
か
、 

第

一
.
1

屮

卷

(
一

三

-三

J
)

 

'ご

.

の
：
經

濟

學

方

法

論
.の

：根

本

思

恕 

第

十

號

r

一
^



、

第U

十
卷
-

c

l

H

H

r

n

-シ
‘

パV

の
經
濟
學
方
.法
騎
の
根
本
樾
想 

猫

十

號

一

三

o

物

理

學

的

機

械

學

的

で

あ

る

か
,

或
.は

化

學

的

觀

察

た

る

に

過

ぎ

な

い
o

..

K

に
第1

1
の
觀
察
が
.可
能
.で
あ
る
。
.其
れ
.は
個
々
.の
：現

象

を

奉

仕#
.の
.も
の
_く

し

て

、

即

ち

目

的

關

係

に

於

て

.、 

全
體
の
作
用
的
述
働
.0,
部
分
ど
し
て
，
又
全
體
に
對
し
て
あ
る
：作
用
的
の
も
0

を
供
與
す
る
も
の
t

て
幽
解
比
ら 

れ
ゐ
。
典
は
寧
ろ
本
來
單
に
.事

物

の

觀

察

：で
は
な
く
、

事
物
の
•作
用
の
：み
の
觀
察
：で
あ
；
る
：。
例
へ

•
ば
，
資
本
は
經
濟
；
 

に
於
け
る
照
接
作
用
要
素
.ど
し
て
決
定
せ
：ら
れ
.る
。
而
し
て
間
接
作
用
は
元
來
餘
剩
收
益
を
有
し
て
ゐ
る

。

、然
る
に 

若
し
資
本
の
因
果
的
考
察
に
立
つ
な
ふ
ば
、
反
之
、
資
本
は
：
 e

B'g
e
f
a
n
g
e
n
e

 

N
a
t
u
M
k
r
a
f
t

 

ざ
な
る
。3 

,

如
上
の
例
說
に
於
て
シ
：
ュ
パ
ン
が
經
濟
學
的
認
識
の
®

域
か
ら
f

せ

ん

ど
す
る
ば
明
か
.に

自

然

科

學

的

槪

念

構 

成
、
換
言
す
れ
ば
因
*

關
係
の
認
識
で
あ
る
ハ。

彼
が
經
濟
學
的
認
.
_の
基
癥
に
髓
か
ん
.ビ

す

る

作

用

槪

念

：は
價
値
關 

係

の
#

質

に
*

き

經

濟

の

原

因

v
j

結

果

、

前

ど

後

の

關

係

に

對

す

る
！！

識

の

爲

で

は

な

ぐ

、

上

下

の
II
係

即

ち

安

當- 

關

係

の

認

._

の

爲

の

槪

念

的

毕

段

ビ

し

て

選

ば

れ

.た
る
も
の
で
あ
{
、
而

し

て

吾
々
の
本
來
の：

認
識
に
資
す
る
も
の 

で
.あ
る
。

F
u
n
d
a
m
e
n
t
,
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.
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.

:

ン
ュ
パ
ン
が
國
民
經
濟
學
的
認
識
に
於
て
可
能
な
ろ
認
識
竿
段
ビ

し
て
作
用
槪
念
を
論
定
せ
る
場
合
に
は

常

に

其

0-
背
後
に
は
部
分
g

し
て
現
象
に
.對
す
る
全
體
が
論
理
的
.{:
-
"
'先
.行
し
て
^

ヶ
，
而
し\

9

社
會
瑰
象
.，の
場
合
G

あ
つ
で 

は
、
其
れ
は
常
に
全
管
し
て
の
社
會
の
本
*
に
先
行
せ
ら
れ
P

M
る

€■
■
云
ふ
®

が
彼
の
論
理
に
於
て
重
®
を
な
す 

は
旣
に
經
濟
の
社
會
學
的
槪
念
の
決
定
ょ
.
&し
て
明
か
で
あ
る
。
從
つ
て
彼
の
作
用
槪
念
は
社
會
現
象
^
し
て
の
、 

:

手
段
を
調
達
す
る
人
間
行
爲
现
象
の
安
當
關
係
の
認
識
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
■吾
人
は
此
の
シ
ュ
パ
ン
の
論
理
に 

從
つ
て
彼
の
作
用
槪
念
を
顧
み
る
V
Vき
尙
ほ
其
處
にf 

ニ
の
疑
問
を
持
つ
。

へ 

シ
ュ
パ
ン
が
作
用
槪
念
を
發
生
的
槪
念
か
ら
區
别
し
て
吾
人
に
示
せ
る
例
に
從
へ
ば
、
必
す
し
も
作
用
槪
念
は
社 

會
現
象
に
の
み
可
能
な
る
觀
察
方
法
の
結
果
で
は
な
い
へ
0)
即
ぢ
彼
は
機
械
の
例
を
取
.る
0

而
し
て
彼
は
機
械
に
1]

:
■
し
て
其
の
鈕
成
部
分
が
|
佥
體

;̂
し
て
の
機
械
の
働
&
に
對
し
て
貢
献
す
る
作
用
を
知
ら
-ん
：

V
J.

す
る
所
に
作
用
槪
念 

的
認
識
の
可
能
を
認
め
て
ゐ
る
。
乍
然
、
吾
人
は
此
の
彼
の
例
說
を
疑
問
な
く
し
て
過
ぐ
る
事
は
出
來
な
い
。
然
か 

' 

も
彼
自
身
の
.
論
理
に
於
て
疋
に
許
さ
れ
な
い
溝
渠
が
其
處
に
存
し
て
：ゐ
.る

;°

作
用
槪
念
，が
機
械
の
例
に
於
て
可
能
な

す
れ
ば
、
作
用
槪
念
に
基
ぐ
觀
察
方
法
は
彼
が
別
の
'機
會
に
於
て
述
べ
た
る
が
如
ぐ「

經
濟
的
觀
察」

S

ミ
し
て
.

,
.
. 

經
濟
學
の
認
識
に
特
有
な
る
槪
念
構
成
の
基
礎
を
與
へ
得

ざ
.る
.に
至
ら
ざ
る
か
。
果
し
て
.彼
の
云
ふ
作
用
槪
念
が
機

械
の
例
に
.於
て
.可

能

なb
.や
否
や
。

吾
人
が
第
.一
に
機
械
の
覜
察
に
際
し
て
シ
ュ
.
パ
ン
の
說
く
が
姐
く
に
自
然
.科
學
的
認
識
に
於
て
因
果
關
係
の
說
明 

を
爲
し
得
る
事
は
本
來
可
能
の
：事
に
屬
す
る
"。
乍
然
、
吾
人
が
|
度

目

的

論

的

見

地.に
立
つ
，て
，
即
ち
價
値
關
係
的
|
| 

識
に
，.於
て
、
a

槭
.を
a
察
せ
ん 
>

」

す
る
場
合
に
は
機
械
は
常
に
ニ
統
一
的
务
體
>」

し
て
、
且
^
其
れ
自
體
完
说
せ
る 

■

. 

も
の
ビ
し
て
の
み
吾
人
に
襲
を
持
つ
‘。
■夫
软
に
«
械
を
組
成
部
分
^

分
»
しャ

»

.の
1

が

^
體

芑

し

て

の

機«

.

第u

十
怨

(

1

三
三
三
7

シ
ユ
パ\
の
經
馓
學
方
講.の
根
本
思_
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屮
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第11

十

涵

(

一
三
|

)

シ
ユ
パ
ン
の
經
嚣
方
法
論
の
栩
本
思
想
. 

第

十

號

こ

一

三
 

.

. 

に
對
す
る
意
義
を
知
ら
ん
ミ
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
ん
ミ
な
れ
ば
吾
人
の
自
的
論
的
考
察
に
於
て
其
の
認
識

の
客
體
せ
な
6

锝
る
冬
の
、
彼
0

云
.ふ
作
用
槪
念
に
：於
て
認
識
せ
ら
れ
得
る
：も
の」

、
其
れ
は
常
に
其
れ
自
體
完
成
せ
る 

統

!

體
'

v
j

し

て

、

客

觀

的

に

獨

立

存

在

を

有

す

る

も

の

、

み

で

あ

る

か

ら

で

あ

：る
。
へ
從
：つ

て

機

,«
の
.钮
^
部

分

.
，が
^

し
目
的
論
的
に
認
識
ぜ
ら
る
、
f

れ
ば
、
其
れ
は
他
の
組
成
部
分
か
ら
切
り
離
.さ
れ
，
機
械
の
組
成
部
分V

J

し
て 

、
 

•

ぃ
k

な
ぐ
其
れ
自n

獨
立
な
る
統
一
體
ドo

て
存
在
す
る
場
合
に
，於
て
1

る
。
即
ち
機
械
は
不
分
割
な
統 

一
f

し
て
の
み
吾
人
の
目
的
論
的
認
識
に
入
&
來
>

、
機
械
.の
組
成
部
分
が
其
の
獨
立
な
る
自
己
統
一
；的
存
在
を
失
へ
る 

:

場
合
-—

か
ぐ
て
一
全
體
た
る
機
槭
に
對
す
る
.部
分
ミ
し
て
は——

因
果
關
係
の
認
識
の
み
可
能
で
あ
つ
てM

的
論 

的
認
識
の
域
外
に
在
る
。
其
れ
は
最
早
や
吾
人
に
對
し
て
手
段
：の
.性
質
を
有
し
て
ゐ
.な
い
，

：

此Q

事
は
、
又
旣
述
の
如
く
、

シ
.，パ
ン
に
於
け
る
作
用
槪
念
は

.價
値
麗
從
つ
て
妥
當
關
係
S

識
に
資
す
る 

が
故
に
作
用
槪
念
構
成
に
當
.つ
て
部
分
現
象
の
金
體
に
對
す
る
意
義
は
、
其
の
全
體
_が
價
値
.で
あ
る
が
&

に
时
_與 

.

せ
ら
れ
得
る
5

K
ふ
®

か
ら
明
白
に
せ
ら
れ
得
る
。
即
ち
機
械
の
働
§

其
れ
自
體
は
全
體
^
し
て
決
し
て
其
^
自
體 

の
價
値
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
其
れ
.は
常
に
盲
目
な
自
然
の
作
用
の
外
何
物
で
も
な
い
。
警

す

れ

ば

*
れ
は 

一 

,

社
會
現
象
で
は
な
く
、
更
に
人
間
現
象
で
も
な
い
。
唯
だ
機
械
が
吾
々
の一

定
目
的
に
對
し
て
何
等
か
の
効
果
を
持

つ
S

の
認
知
の
み
が
機
械
を
手
段
化
す
に
過
ぎ
な
い
。

,
. 

I

然
ら
は
何
が
故
に
シ
ュ
パ
ン
が
斯
ぐ
の
如
き
明
白
な
る
論
理
的
錯
誤
に
陷

&

し
か
。
若
し
吾
人
の
推
測
に
し
て
誤

る
靡
な
しV」

す
れ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
シ
ュ
パ
ン
の
作
用
槪
念
は
、
彼

0

思
索
に
於
5

嘗
つ
て
經
濟
學
が 

i
:

:

 

芊
段
を】

，定
目
的
に
對
す
る
前
目
的
ざ
し
て
C
は
な
ぐ
"〗

定
目
.的
に
對
す
る
因
娱
體
系
e
し
て
g

f

る
ど
云
ふ
<3
>

彼
の
從
前
の
主
張
に
胚
胎
す
る
も
の
で
あ
ら
5
。
此

の

故
-!
:
彼
が
手
段
：の
價
値
關
係
的
事
實
を
誤
認
し
て
尙
.ほ
機
械 

の
例
を
取
れ
る
は
、
從
前
の誤

！
！

を
正
し
て
然
か
も
依
然
其
の
思
索
の
一
端
を
誤
つ
て
捨
て
f

し

ヾ

」

云
ふ
に
過
ぎ 

な
い
。 

;

.

.

シ
ュ
パ
ン
は
發
生
的
槪
念
を
以
つ
て
自
然
科
學
的
槪
念
で
あ
る
S
云
ふ
。
，吾
人
の
經
驗
に
入
ぅ
來
る
一
切
の
現
象 

——

其
れ
，は
.純
然
た
る
自
然
現
象
た
る
^
社
會
現
象
た
る
^
を
問
は
ず——

を
，
假
令
，
自
然
科
學
的
發
生
的
槪
念 

に
依
つ
て
因
果
關
係
的
に
認
識
す
る
こ
が
可
能
な
々

i

t
る
も
，
反
之
、
.

1/

切
の
：現
象
を
單
に
全
體
ビ
部
分
ミ
云 

ふ
關
係
に
於
て
直
に
作
用
槪
念
化
す
る
：こ
S
は
不
可
能
で
あ
：る
。
何
んw

な
れ
ば
作
用
槪
念
は
旣
に
シ
ュ

•、ノ

ン
に
從 

へ
ば
價
値
關
係
的
認
識
に
侬
つ
て
'遊
礎
付
げ
.ら
れ
、
而
し
て
全
體
は.

價
値
の
領
域
に
在
み
"
，實
现
.せ
ら
る
ベ
さ
一
足_ 

目
的
に
對
し
て
外
部
的
現
象
が
手
段
ど
し
て
の
意
_

を
持
つ
時
に
初
め
て
可
能
^

な
る
が
故
で
あ
る
。
シ
ュ

\

ンが 

從
前
の
著
作
.に
於
て
爲
し
た
る
が
如
く
、
個

々
の
現
象
を
一，定
0

目
的
，に
.對
3

て
3
:若

し

く

は

：全

體

に

對

す

る

部
^
 

ざ
し
て
叫
作
用
槪
念
化
す
る
こ
ビ
が
、
社
會
科
學
的
若
し
く
は
經
濟
學
的
觀
察
ャ
あ
《

云
！ふ
主
張
に
從
つ
て
、
單 

に
發
生
的
槪
念
I

シ
、
ュ
パX

ば
從
前
是
れ
，
を

本

質

槪

念

き

呼

ぶ
,

ど
作
用
權
念
：の
磾
別
％
自
然
科
學
$
社
會
科 

學W

の
區
別
の
根
基
を
爲
す
.の
で
は
な
'
1

彼
が
彼
自
ら
修
正
し
た
る
が
如
ぐ
、
經
濟
學
は
.因
果
蘭
係
の
認
識——

 

手
段
の
因
梁
體
系
の
認
識

I

を
目
的
、，

j

す
る
の
.で

は

な

ぐ

手

段

の

妥

當

關

係

、
：價
.値

願

係

的

認

識

に

於

て

自

然

科 

學
か
ら
區
別
せ
ら
る
、W

云
ふ
方
法
論
的
見
地
を
彼
は
固
執
せ
ね
ば
な
ら
な
い
づ

I 

Gesellschaftslelire,. 

s
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.
x
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2
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f
f
.
.
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シ
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思
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：第

卜

號

，一.

1

,(3
c
w
 ̂

w
- 
s

 

s
 

d

^

o

n

H

^
 

w
. 

M
O
N

(4
)

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t

 

u
n
d

 

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
,

 

s. 

2
2
1

 

ff.

('
5

G
e
s
e
H
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,
.

 

s. 

1
0
2

 

ff.

六

'

M
に

吾

人

は

シ

ュ

パ

，
ン

.

.の

經

濟

學

の

論

理

的

構

成

の

.
一

節

か

ら

.再

び

彼

'の
：作

用

槪

念

.を

檢

t

し

*)
、

う

。

、ン

ノ

ン

は

作

用

概

念

力

目

的

論

的

認

識

に

資

す

る

も

の

で

あ

る

ど

宏

’ふ

&

か

ら

出

發

し

て

輕

^

の

彩

磲

^

#

造
 

に

言

説

し

、
此

處

に

根

本

的

重

要

の

意

義

を

有

す

る

も

の

.
ビ

し

て
 

>
經

，

形

態

^

一 
個

人

の

行

爲

に

於

け

る

も

の

ど

多
 

數

の

個

人

の

.共

同

的

作

用

に

於

け

る

も

.の

.̂

の

ニ

'
.つ

に

*區

別

し

だ

0

而

し

て

前

者

0
場

合

は

、

例

へ

ば
、
假

想

せ

ら
 

れ

f

ビ

:

ン

ソ

ン

の

經

濟

、

或

は

一

封

鎖

的

家

族

經

濟

，

或

I

に

吾

人

の

知

れ

る

通

常

人

の

內

面

的

私

的

經

濟
 

丨

於

け

る

^

»
沒

象

ヵ

之

れ

に

* )
し

ク

彼

は

是

れ

を

稱

し

て

「

，堪

源

經

.濟

」
m
o
n
a
g
e
n
e
t
l
.
s
c
h
e

. O
d
e
r

 

e
i
n
w
u
r
z
d
i
g
e

 

w
.
r
t
s
c
h
a
f
t

 

?
云

ふ

是

れ

に

對

し

て

後

の

場

合

を

1
多

源

的

」
p
o
l
i
g
e
n
e
f
. 

I

或

は

文

v

作r
k
e
l
l
r
s
w
f
f
t
s
c
h
a
f
s
c
h
,

 

k
l

r
e

g
a

l

恭

し

く

は

v
i
e
V
u
r
z

身

I

な

る

形

容

詞

を

以

つ

て

前

者

か

、ら

區

別

し

て

ゐ

る

((
0
_

.J
e

に

引

用

ノ
 

2 

:

:

_

る

所

に

依

つ

て

明

か

な

る

；が

如

く

" 

’彼

の

論

調

に

從

へ

ば

..

人

間

祉

會

の

本

質

並

ほ

根

源

は

精

神

的

結

合

に

存

し

、

反

之

行

爲

の

世

界

は

堪

に

泰

仕

的

の

も

の

.：で

あ

う

、

精

神

的

結

合

を

し

■て

初

め

て

裏

せ

し

む

る

も

の

で

あ

る

。

彼
は
斯
く
の
如
き
一
般
的
形
式
的
社
會
觀
察
か
ら
出
發
し
て
個
々
の
社
會
料
學
の
對
象
を
限
定
す
る
。⑴

而
し
て
國 

民
經
濟
は
社
#

的
部
分
形
：蜃

し

く

繫V
J

し
て
存
在
す
る
：。
彼

g

斯
て
の
如
き
經
^

忠

の

^
?1
を

追

及

す

る

も

の

は

何

人

名

彼

の

取

、成

經

濟

1:
對
む
て
何
等
の
疑
念
な
ぐ
過
- ^
得

な

い

で

あ

ら

う

。

_

ち

純
個
人
的
若
じ
く
は
孤
^
人
の
場
合
，に
は
諸
'の
行
爲
が
作
用
的
に
關
聯
す
る
.全
體
は
常
に
純
個
人
的
な
る
目
的
髖
系
, 

で
あ
-

^
堪
源
經
濟
は
明
か
に
社
，會
の
本
質
か
ら
乖
離
せ
る
i

の

に

非

，
る

か

。

更

に

又

：
此

0

»
合
に
.は
彼
は
社
：賁
斜 

學
の
方
法
論
に
對
す
る
最
高
中
心
槪
念V

J

認
め
た
る
.

「

祉
會
し
槪
念
は
彼
自
ら
拋
棄
す
る
の
結
果
に
至
ら
ざ
：る
か
。

丨
 

シ
ュ
パX

の
口
ビ
ン
ソ
ン
の
生
活

.內
容
に
11
す
る
議

^

に
從
べ
ば
次
ぎ
の
如
ぐ
で
あ
へ
る
。

口
：ビ
ン
ソ
ン
は「

社
會 

的
に
敎
化
せ
ら
れ
た
る
ん
間」

で
あ
う
、
夫
故
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
觀
念
申
に
は
«
«:
會
吣
3?
素
が
尙
!1
侬
^
#
し
て 

r

居
る
。
從
つ
て
方
法
論
的
に
は
ロ
ビ
シ
ソ
ン
の
生
活
內
容
を
論
^

る
事
は
姿
當
で
あ
る
'。

而

し

：
て

此

の

事

は

.
決

し

て
 

:
:
,
1個
人
主
義
の
辯
護
ど
も
な
ら
ず
又
反
對V

J

も
な
ら
な
い
o

個
：人

主

義

か

全

體

主

義

か
0

問
題
：は

瑰
象
の
分
析
に'於
.て

• 

決

定

せ

、b
る
べ
5

で
、
あ
.る
々s

更

に

彼

の「

^

^
體
系
若
：し<
は

：
部

分

形

_

の

»

念
は
#

種
0

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
#:
®

？a
 

象
に
對
し
"

或
は
又
#

種

，
の

社:#
現
象
に
對
し
て
も
一
般
に
妥
當
す
：る
。
何
ん
'ど
な
れ
：ば
.
#
客
觀
體
系
は
あ
る
對
激 

ヤ
化
せ
ら
れ
た
る
體
系
的
形
態
に
現
は
れ
、
而
し
て

M

時
に
必
然
的
に
.金
體
の
i

f

の
：： "

又
孤
立
化
せ
ら
れ
/2
.る
生 

活
.のー

特

種

形

態

若

し

ぐ

は

部

分

形

態

：を
«

成
せ
ね
ば
な
&
な
い
が
ら
で
あ
る
。」

、
同
樣
の
論
旨
は
，又
次
ぎ
の
如
f
 

述
べ
ら
れ
て
，ゐ
る
。

「

客
«

體
系
の
槪
念
は
取
に
精
神
的
諸
要
素
若
し
ぐ
は
諸
行
爲
の
對
象
.性
、
客
觀
的(

超
個
人
的)

..

關

聯

の

み

を

假

定

し"
此
れ
に
對
す
る
條
#

を

構

成

ず

各

も

の

ば

：個

人

な
-

cv

や
社
會
の
全
體
な
々
や
^
關
し
で
は
何 

事
を
も
述
ベ
て

.居
な
い

」

S
PC5
)

然
か
も

^

«
に

於

で

人

間

は

彼

自

身

，
：
の

|
|

界̂

を
.恐
：ら

ぐ

は

彼

に

固

有

な

る

內

面

的 

能
力
に
甚
き
"
興
の
本
性
に
從
づ
て
構
成
す
る
。
乍
然
"
決
し
て
此
0

場
合
に
は
他
人
の
補
助
を
離
れ
て
ゐ

な

い

。
 

他
人
の
内
而
生
活
ど
の
關
聯
を
離
れ
て
個
人
の
內
面
生
活
は
成
立
し
な
い
o 
.

個
人
ば
'絕

對

的

に

他

人

と

の

精

神

的

關 

聯
.の
外
に
生
存
し
得
な
い
"

ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
孤
岛
に
，於
て
物
質
的
生
活
0
不
遇
を
：感

ず

：る.ょ
&

も

"

彼

に

於

て

最

も
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i
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シ
ュ
バX

の
I

學
方
法
I

禁

思

想

•

： 

第
t

.
 

i

ハ

不
幸
I

は

他

人
|

§

的
S

を

絕

袞

J

 

¥

1

芸

i

情
f

:

消
極
的
S

S

人
間
生
5

:
他

人
I

I

的
關
1

依
っ
て
條
件
付
f

れ
て
.？

こ

I

不
し
ヤ

主
張
力
4

蠢
濟
を
經
濟
學
の
論
理
的
權
造
中
に
是
認
す
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ゲ
の
觀
念
中
に
吣
社
會
的
要
素
が
侬
然

存
在
す
る
S

ふ
こ
S

シ
，
パ

ン
に
於
て
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
-の
生
活
を
條
伸
付
I

I

I

.
ほ
社
I

本
質
で
あ 

る
^
云
ふ
歸
結
を
生
む
。

乍

然

吾

人

はk

•ぐ
の
如
為
シ
ュ
パ
ン
の
主
張
に
尙
ほ

1

筒

の

矛

盾

の

存

在

を

看

過

す

る

こ

為

出

來

な

い

.。
彼 

一

の

：
是

等

|

_

を

要

約
す

れ

ば

、
I

主

義
か
個
i

s

l

題
は
，軍

に

現

實

运け
る

I

事

象

の

分

析

こ

令
 

て
の
.み
解
決
せ

ら

る

べ

き

問

題

：で
あ
っ
て
ノ
容
觀
體
系
の
槪

含

；全
然

是

等

.ニ「

I

る
募
ふ
主
張
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
夫
故
に
：社
會
の「

客
觀
體
系
を
*

成
す
る
經
濟
の
槪
念
は
、
®
人

主

義

墓

體 

主
義
せ
に
關
係
な
く
決
龙
し
得
ら
れ
る
。
彼
が
經
濟
形
態
論
に
於
て
I

經

濟

と

多

源

經

濟

；
I

區

別

し

；；
尊

こ
 

於
て
ロ
ビ
ノ

ソ

ン
經
濟
を
是
認
せ
含
す
る
場
合
に
は
、
正
し
ぐ
經
濟
槪
念
の
決
定
I

に
人
間
行
爲
歡
に
有
目 

I

あ
る
ビ
云
ふ
認
|

以
っ
て
足
り
其
れ
以
上
の
何
も
の
を
も
必
？

し
な
い
o
然
&

ば
何
人
も
直
に
シ
ュ
•、ン
 

4

I

S

理
に
於
て

I

T

か
ら

f

矛
盾
を
犯
せ
參
知

る

で

^

^

^

^
即
ち
彼
が
經
濟
學
方
法
論
の
中
心 

p

l

w

L

d
 一
 

i

s
げ

ナ
-.
5
=
£題

は

涊

濟

の

社

會

學

的

槪

念

；の
決
定
で

.あ

る

。
而

し

て

彼

：が

其0
全

體
主
義
の
立

被

が

％

源

.
&
.
濟

の

辯

誰

の

爲

に

&

濟

の

社

會

學

的

槪

念

の
.決

定
.を
.拋

棄

せ

ん

，ど

す

る

に

於

..て
は

.皮

.は

正

，，

J .
未

を

溥 

倒
す
る
の
恩
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。
 

I

.

然
ら
は
何
か
故
に
シ
ュ
パ
ン
が
斯
ぐ
の
如
き
罪
論
理
的
主
張
に
陷

-CV.

し
か
。
吾
人
は
、
彼
/か
全
墨
義
の
社
會
學 

說
に
立
っ
て
從
來
の
經
濟
學
說
の
個
人
主
義
的
社
會
觀
を
非
議
す
：る
事
甚
だ
急
激
な
る
に
拘
ら
ず
>
.
彼
自
ら
却
っ
て 

個
人
キi

義
の
！̂
響
を
完
全
に
脫
莉
す
る
事
を
得
ざ
る
も
の
な
，

cvly」

斷
す
る
t
薦

し

な

い

。
蓋
し
彼
！̂
取
源
經
濟
是 

1

萬
の
^

果
は
絕
濟
の
社
會
辱
的
槪
念
の
決
定
を
議
し
、
却
っ
て
一
見
個
人
主
義
の
立
場
か
ら
尙
ほ
彼
ど
同
一
の
^
 

理
が
可
能
に
非
る
や
を
思
は
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、

口
ビ
ン
.ソ

ン

經

静

尙
.ほ

本

來

個

人

主

義

：經
濟
學
說
に
あ
っ
て 

理
論
的
硏
究
の
基
礎
に
置
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
は

.

「

個
人
主
義
的
出
發
點
を
保
有
す
る」

も
の
'で
あ
,

.

:

り「

經
濟
現
象
の
社
會
的
觀
察
を
拒
絕
せ
る」

も
の
で
あ
るV

J

云

ふ

0
ぎY

.

の
批
評S

は
灰
程
苛
爾
で
は
な
い
の
み
な 

S

ず
彼
に
對
し
て
大
な
る
類
似
を
自
ら
言
明
せ
るs

t
o
l
z
m
a
s

で
さ
.へ
、「

其
の
全
體
學
說
あ
る
に
拘
ら
ず
、
少
く

，
 

>

も
方
法
論
的
に
は
、
シ
ュ
バ
ン
は
今
日
尙
ほ
個
人
主

_

的
出
#

點
を
(1
1

持
す
る
こ

^
，
1

1

學
說
が
其
れ
'を 

代
表
せ
る
に
等
し
い
し

V
J

評
し
て
ゐ
る
。(8
)

以
上
の
炎
ぐ
に
し
て
旣
に
皐
r

a
濟
を
是
認
せ
.る
限
h

シ
ュ
バ
ン
の
作
用

槪

念

は

、

一
般
に
目
^
丨
^

、
,1
®

0

人
的
た
る
V
Jth
會
的
た
るw

を
問
は
な
い
|

に
對
す
る
外
部
現
象
の
手
段
的
性
質
の
認
識
、
安
當
11
係

の

©

識

に

資
 

す
る
も
の
で
あ
る
。

u
 

F
u
n
d
a
m
e
n
t
,

 

s. 

I
IOO

.

(2G
e
s
e
l
l
s
c
l
i
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,

 

s
.
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.
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W
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c
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N
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i
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w
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up'
I
VO
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2
; 

s
‘ 

4
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P

 

4
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3
*

8〕 

s
t
o
k
m
a
n
n
*

 

D
i
e

 

K
r
i
s
i
s
;

 

s- 

6
/1
. 

, 

i

.
 

セ

;

.
;

シ
ュ
バ
ン
の
單
源
經
濟
の
是
謎
を
目
し
、て
、
個
人
主
義
0'
擦
響
を
秦
は
尙
ほ
完
：全
に
腌
報
じ
得
ざ
る
も
の
で
あ
厶 

e
云
ふ
吾
人
の
批
評
を
以
て
直
に
彼
の
全
學
說
を
推
す
は
或
齡
輕
擧
の
雜
を
免
れ
な
い
で
あ
、b
ぅ
。
.
抑

に

彼

は

經

濟 

學
に
對
し
て
原
因
ど
結
果
.に
；代
ふ
る
に
目
的
^
手
段
'の
範
疇
ど
以
つ
て
し
た
^
# :
•

於
'* '
濟
■

の
：認
識
平
段
ビ

じ
て
作 

，用

槪

念

を

採

つ

て

發

生

的

槪

念

或

は

本

質

槪

念

を

捨

て

た

所

に

：、
：
尙

ほ

彼

の

方

黏

論

上

0 .

#

色

が

稃

し

て

ゐ

る

‘。

卽 

ち
彼
に
從
へ
ば
、「

手
段
^
目
的
の
分
離
は
吏
に
經
濟
學
的
對
象
の
心
理
舉
的
»2
察
:̂

社
會
科
學
的
_

ど
の
嚴
密
な 

る
：分
離
に
導
か
れ
る
。」

例
べ
ば 

>
辕
要V」

一

K

ひ
滿
足V

J
r
^

ふ
は
心
理
學
的
觀
察
の
結
果
.で
あ
\

經
藝
に
ぁ
っ
で 

は

.I
E
し
ぐH

的

設

定ZielsetzuDg 

€

沄
a
目
的
達
成
i
云
ふ
べ
き
で
あ
る
?.「

»
要
ビ
は
決
し
て
經
濟
的
艏
疇
で
は 

な
く
、
■

要
槪
念
は
決
し
て
經
濟
學
的
®
本
槪
念
で
は

な
.
い
。
し
⑴
尙
ほ

®

に

依
つ
て
排
卻
せ
ら
れ
た
る
.發
生
的
槪
念
が 

一
般
に
S
然
科
學
的
槪
念
を
指
稱
す
る
も
の
な
る
事
は
旣
に
述

.ベ
た
。
而
し
て
彼
に
依
つ
ー
て
强
烈
な
る
批
評
を
蒙
れ 

る
個
人
主
義
的
經
濟
學
說
が
發
生
的
槪
念
を
採
つ
て
自
然
科
學
に
墮
ぜ
る
に
比
す
れ
ば
ゝ
彼
が
作
用
槪
念
を
採
れ
る

 

は
芷
に
彼
の
方
法
論
上
の
一
特
色
を
做
ず
。
か

ぐ

て

シ
ユ

パ

ン
'に

侬

つ

て
經

濟

學

は

手

段

？

目

，的

ど

运

ふ

絶

奪

に

從

，
ひ

〗

、

编

濟

の

作

用

的

構

造

0

認

識

にI

因

果

圈

係

で

は

な

く

妥

當

糜

標

の

認

I I
に

ー

終
始
し
、
而
し
て

'
經

濟

學

の

0

 

念

構

成

の

'全

體

は

作

用

概

念

.か

&

成

；
る

> 

‘ 

.

.

以
上
の
免
く
に
し
て
シ
ュ
パ

 

' ン
に
於
て
は
作
用
槪
念
は
經
濟
學
的
.認
識
..に
.固
有
：.な
.

る
.：

手
段
で
あ
，る
。
而

し

て

«

が 

經
濟
學
に
對
し
て
作
用
槪
念
を
固
持
す
る
事
は
彼
の
社
#
學
的
並
に
經
濟
學
的
©
索
0

於
て
常
に
一
賞
し
て
變
ら
ざ 

る
'所
で
あ
る
,
乍
然
、
t
eに
述
ベ
た
る
が
如
ぐ
常
に
發
展
の
過
程
を
'示
せ
る
彼
の
思
索
：に
於
•て
は
、
作
用
祗
念
は
ft
'
' 

容
的
に
同
：

1

‘で
.は
な
い
。
3

れ
ば
吾
人
が
^ ;

に
作
用
槪
念
を
中
心
^

し
て
彼
の
坭
索
的
發
埏
を
簡
¥

に
述
べ
る
事
は 

强
ち
無
用
の
事
で
は
な
い
0
蓋
し
此
の
事
ぼ
一
丽
彼
鼻
の
方
&;
論
上
の
見
解
.の
發
展
の
被
路
を
明
か
.こ
し
、
他
面 

又
以
て
彼
が
今
日
到
達
せ
る
經
濟
學
方
法
論
の
.根
本
觀
念
を
知
一
る
に
便
な
る
が

故
：；

で
あ
：る
ゃ

吾
人
は
今
シ
ュ

‘
パ
ン
の
著
作
、
論
文
に

g

す
る
最
も
不
充
分
な
る
檢
討
：か
ら
.へ
尙
ほ
稱
の
思
_索
的
發
腰
の
#

胳
£ 

於
て
凡
そI】

一
つ
の
典
型
を
區
別
す
る
事
が
出
來
る
ヒ
，思
ふ
、
吾
人
ば
試
み
に
此0

!
1

!典
塑
：敗

階

段

的

發

靡

に

於

で

成 

に
シ
ュ
パ
ン
の
觅
解
を
明
か
に
し
だ
い
ど
坶

1

:°
.

パ

第

";
シ
.ュ
パ
ン
は
經
驗
的
現
實
に
於
て
不
可
分
の

I

體
を
爲
.す
る
社
#
現
象
が
如
何
に
し
て
個

別

社

會

科
學
の 

對
象V」

な
5
得
る
が
美
ふ
間
題
に
對
■し
て
> 
其
の
解
決
の
道
は
ー
般
的
形
式
的
祉
會
槪
念
か
ら
發
足
し
て
具
艢
的 

肉
容
的
に
社
#

の
部
分
內
容
を
決
定
す
る
に
.あ
る
$
沄
ふ
。
' 然
か
..も
此
の
爆
合
斯
ぐ
0-
:
如
き
部
分
內
容
：は
現
實

s
_ 

に
對
し
て
は
芷
に
ー
個
の
杣
象
で
あ
る
^
考
へ
ら
れ
.て
ゐ
る
0

而
し
て
此
の
抽
象
的
部
分
內
容
を
對
象
$
す
る
^:
§
 

に
、
.個
別
.社
慕
は
一
般
に
社
傍
學
の
.外
に
成
立
す
る
。
.從

つ

て

經：

濟

學

が

社

會

：の
部
分
內
容
の

VI、

つ

に

其
0
_
象 

を
限
定
す
る
こ
ど
は
當
然
、
形
式
的
：社
#

槪
念
に
倚
®
す

る

。

：

而
し
：で

經

濟

の

部

分

內

容

は
' 
ー
定

0

.相

對

的

じ

J
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幣

十

嗯

5

0-

な
る

目
的
に
對
す

る

手
段
の
固
有
體
系
を
構
成
レ

，

原
則
的
に
は
其
れ
§:
:

激

眞

は

封

鎖

：
的

：.
で

あ

る

。
斯

ぐ

の

ヤ
ぐ

に
 

し
て
經
濟
は
其
れ
自
體
獅
立
な
る
財
欲
求G

a
t
e
r
v
e
r
s
o
r
g
g
g

に
基
<:
'
部
分
內
容
を
«

成

す

る

>
.
夫

故

に

 

ー
«

に
1
 

會
現
象
が
目
的
に
對
す
る
：作

用

的

性
®

を
具
有
す
ど
云
.ふ
シ
ュV

ン
の
見
解
は
.> 
比
處
で
«;
.經
濟
<

は
財
欲
求
に
^
 

す

る

作
用
體
系
で

あ

る

墓

ふ

に

歸

す

る

？

，
彼

の

第

一

階
段
の
思
想
は
經
濟
學
に
於
け
る
作
用
槪
念
は
常
に
粗
に
財 

の
欲
求
に
對
す

る

作

用

現

象

の

み

の認
識

を

目

途

す

な

も

の

で

あ

る

9 

M

に

作

月

槪

念

.は

本

質

槪

念

か

ら

區

別

せ

ら

れ

る

。

シ

ュ
バ
^

は

此

の

事̂

明
か
に
せ
ん
が
爲
に
’先
づ
例

を

機

域 

に
収
つ
た
。
而
し
て
機
械
の
部
分
に
關
し
て
作
用
槪
念
S

本
質
槪
念
ビ
の 
一j

つ

の

，
槪

念

：
化

の

可

能

な

る

事

を

指

摘

し
 

た
る

後

、

前

者

を

以

つ

て

一

定

の

目
的
に
對

す

る

手
段
の
因
果
體
系
の
認

_
に

資

す

る

も
の
'で
あ

る

芒

做

し

、

而

し
 

て

此
れ
ど

全

ぐ

同

じ

事

は

社

會

現

象

に

：も

袈

當

す

る

ミ

觀

て

：>

本

來

眞

の

社

會

科

學

的

，槪

念

は

單

に

作

用

槪

念

に

' 1 

ぎ

t

i

l
し
て
ゐ
る

.0
然
か

も

本
質
織
念

は

心
理
學

的

、

生

.
物學
的

、

若

し

く

は

生
理
學

的

性

質
の
も
の
で
あ

\
 

心
®!
學

、
生
物
學

等

は

社
龠
科
學
に
は
顧
し
て
ゐ

な

い

。
夫
故
に
國
民
經
濟
學
並
'に
«

の
他
の
社
會
科
事
も
同
様
に
：：
 

心
理
學
、
生
理
學
等
に
基
礎
付
け
ら
れ
得
な
い
も
. 0
:で

あ

る

.'。

：

.

.,

.

然
ら
は"

シ
ュ
パ
ン
の
云
ふ
作
用
槪
念
は
目
的
論
的
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
や
云
ふ
に
、
彼
は
此
の
，疑
間
に 

答
へ
て
明
か
に
其
の
然
ら
ざ
る
を
云
ふ
。
即
ち
社
#

現
象
の
.場
合
に
，あ
つ
‘て
は
一
定
の
：目
的
に
對
す
る
行
爲
の
N
ロ— 

s
a
m
m
l
i
e
l

が
問
題
ど
な
る
。，乍
然
、
常
に
經
濟
學
の
論
す
る
所
は
啻
に
靡
に
因
果
的
な
る
目
的
のB

e
w
i
r
k
l

の
み
で
あ
0

從
つ
て
手
段
の
因
果
體
系
の
.み
が
.問
題
.で
あ
つ
て
目
的
自
體
ば
問
題
で
は
な
く
9
且
又
目
的
の
是
非 

に
關
す
^
.說
明
の
如
き
は
其
^
爾
す
'る
^;
で

ネ

'̂o
o
g

 

: 

:
•

他复\，ハ

如

上

"

シ
モ
バ
ン
の
第
一
階
段
に

'於

け

る

.思

想

を

唯

だ

作

用

槪

念

：(:
の

み

.關

し

て

'5
?

約

す

れ

ば

，

等

し
 

<
 因

果

闕
 

係

の

認

識

に

資

す

る

槪

念

的

手

段

に

--
.
0

t

.

作

用

槪

念

ど

發

生

的

槪

念

V
」

♦か

之

れ

で

あ

る

。

而

し

て

經

濟

學

W
 

作

苑

槪

念

を

採

：る

限

り

に

於

て

彼

は

經

濟

學

か

ら

1
般

に

'0
然

科

學

的

槪

念

を

徘

郤

せ

ん

ど

す

る

。

：

'■
.

第
，ニ
の
階
段
に
於
て
シ
ラ
パ
ン
は
個
人
主
義
か
ら
區
別
し
て
彼
の
社
會
學
說
を
全
體
主
義
ビ
稱
し
て
ゐ
る
。
彼
が 

蚤
體
绝
義
の
立
場
か
ら
經
濟
學
の
對
象
を
以
て
社
會
全
體
に
對
す
る
一
部
分
內
容
に
限
ぅ
"
本
質
槪
念
を
排
斥
し
て 

作
用
槪
念
を
主
張
す
る
事
は
從
前
に
異
、b
ざ
る
所
で
あ
P
V
且

っ

作

用

槪

念

.が

手

段

の

因

果

體

系

の

認

識

に

資

す

る
 

も
の
で
あ
るy

考
ふ
る
事
は
侬
然
同
樣
で
あ
る
。
乍
然
、
彼
：は
旣
に
.第
三
階
段
即
ち
今
日
，の
主
張
.に
移
る
%

渡
の
®
 

索
を
此
處
に
表
は
し
て
居
る
事
は
吾
人
の
看
過
ず
る
事
の
出
來
な
い
點
で
あ
る
。
彼
は
依
然
手
段
の
因
果
體
系
の
認 

酸
の
爲
に
作
用
槪
念
を
®

執
す
る
。
然
か
4

は1

方
經
濟
：S

的
達
§

爲
の
：易

行

爲
J

る
I

.を
明
示
す 

る
ビ
同
時
に
目
的
行
爲
が
‘
B
目
的
因
果
の
世
界
に
の
み
成
立
す
.る
も
の
で
は
な
C

、
.
目
的
行
爲
が
實
現
せ
ら
る
> 

, 

理
由
は
手
段
の
因
果
的
組
織
に
對
し
て
尙
ほ
目
的
論
的
要
素
.が
傍
立
す
な
■か
ら
で
あ
る
マ」

云
つ
て
ゐ

る
の
は
、
確
か 

に
彼
の
恩
索
發
展
の
1
端
を
示
す
も
の
ど
沄
つ
て
宜
か
ら
ぅ
。
 

•

風

に

^

&
に

於

て

彼

か

經

濟

學

の

對

象

を

物

財

の

欲

求

に

、

從

づ

て

特

に

人

間

の

<.
&

の

目

的

に

對

す

る

^

^

«

容
に
限
定
し
た
。
然
る
に
シ
ュ
パ
ン
は
特
に
經
濟
はV

i
t
a
H
t

叫t

の
體
'系
-に
，の
み
*

く
も
の
で
は
な
く
、
於
つ
て
物 

財
の
み
を
財
な
ぅW

見
る
多
ぐ
の
輝
濟
學
者
は
誤
つ
て
ゐ
る
ど
述
べ
、
經

濟

は
<
£
1&.
承
の
體
系
の
外
に
瓧
會
の
本 

質
に
於
け
る
一
切
の
目
的
並
に
&
濟
以
外
の
行
爲
に
對
し
て
|
般
に
手
段
の
純
粋
體
系
5
し
'て
存
立
す
る
ヾ」

^

ふ
。

而

し

て

倚

ほ

社

會

の

部

分
ft
容

は

俞

段

に

於

て

述

べ

ら

れ

た

る

が

如

ぐf

個
の
抽
象
：#

以

o

T
li
t

ら
る
ベ
き
も
の 

滞

ニ

十

卷
C

S

S

B
、>
ュX

ンQ

義

學

方

禱

の

顧

本

思
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-/
ユ
パ
ン
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經
濟
學
方
法
論
の
權
童
想 

李

虎
 

一
3

一

で
は
な
ぐ
ょ
ぐ
現
實
に
郎
ぜ
る

も
の
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
是
等
0

點
は
今

日

彼

の

冏

持
す
る

所
で
あ

り

>

1

部
は
旣
に
吾
人
0
述
べ
た
‘る
所
で
あ
る
。(3
)

最
後
に
'彼
の
今
日
到
達
せ
る
思
索
に
關
し
て
比
較
を
明
瞭
な
ら
し
め
ん
が
爲
に
多
少
の
重
複
を
敢
て
す
る
な
ら
ば 

凡
そ
次
ぎ
の
如
ぐ
で
あ
る
。
.
シ
ュ
パ
.V

は

F

I

I

に
於
て
> 
經
濟
學
は
丰
段
0
因
果
體
系
0
認
識
で
は
な
ぐ
/ 

手
&

の
目
^
.隙
係
の
認
識
を
途
す
る
も
の
.で
あ
る
隹
ー
衣
ふ
。
手
段
が
前
目
的
若
し
ぐ
は
中
1[
8

目
的
さ
し
て
ょ
6
高 

き
目
的
に
對
す
る
妥
當
謂
係
に
立
つ
ビ
5

彼
の
虫
張
は
、
經
濟
學
0

認
_

に
關
し
て
嘗
つ
5

の
§

の
甩
泶
に 

於
で
彼
自
ら
否
定
せ
る
所
で
.あ
つ
た
。s

然
か
も
彼
の
思
索
の
第
：ニ
階
段
は
此
處
に
至
る
過
渡
的
色
彩
を
有
す
る
も
の 

で
あ
る
。
か
ぐ
て
經
濟
學
は
最
早
闳
果
的
認
識
の
科
學
で

は
な
ぐ
目
的
論
的
科
學
で
あ
る
o
國
民
經
濟
學
の
認
識
に 

來
る
妥
當
關
係
は
手
段
の
自
的
に
對
す
る
關
係
に
基
礎
付
け
ら
る
>
が
故
に
.、
其
れ
.は
..现
論
的
.因
果
科
學
.に
於
て
_ > 

は
な
ぐ
寧
ろ
理
論
的
目
的
論
的
科
學
に
於
て
究
明
せ
ら
れ
る
。
國
民
經
濟
學
の
法
則
は
決
し
て
因
果
法
則
で
は
な
く 

妥
當
法
、
則
手
段
對
1
0
1的
の
：關
係
法
則
換
言
す
れ
ば
目
的
法
則
で
あ
る
(5
,
:
:

要

之

シ

ュ
ハ
ン
は
早
く
經
濟
學
か
ら
心
輝
：學
的
、
生
物
學
的
，
生
理
學
的
、
即

ちj

般
に
自
然
斜
學
的
慨
念
構 

成
を
护
浴
し
來
ク

た
0

然

か

も

彼

，
，
が

_

湖
の
思
索
に
於
て
作
用
槪
念
を
以

つ
て
經
濟
學
が
手
段
の
因
染
體
系
の
認
識 

を
目
途
す
る
も
の
で
あ
る
ど
.做
し
た
る
が
如
き
.は
疋
し
く
論
理
的
思
考
の
缺
陷
を
止
め
て
ゐ
る
。(«
)
乍
然
、
今
や
彼
が 

糖
濟
學
弹
象
の
目
的
論
的
性
質
に
强
く
作
用
槪
念
を
結
び
付
け
た
の
は
.彼
の
.：思
索
の
大
な
る
發
装
を

一ド
す
も
の
で
あ

oesellsclxaftslehre, s. 

X
CV0
.2
0
' 

'

沿
' wirtscllaft untl oesellscllaft，

3"

o
e
s
e
l
l
s
c
l
l
a
f
t
s
l
e
h
r
e
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(4
)

W
i
r
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c
h
a
f
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n
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G
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e
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.

 

2
2
5
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. Fu

n
d
a
m
e
n
t
,
,

 

s
'
.
'
2
0
2
.

€

 

.
此

の

點

に

關

し

て

，
，
，
大

淼

.義
太
邵
氏
の
論
文「

方
法
論
考
察
の
一
斷
片」

c

細

濟

學

論

集

第

二

卷

第

ー

，一

號

所

载

)

參

照

.

A
 

. 

、

-I

最
後
に
吾
人
は
國
民
&
濟
^

槪
念
猶
成
の
論
理
的
性
«

に
!1
す
る
.シ
ュ
パ
ィ
0
見
«

を
窺
ふ
_
0 

シ
.

ュ
パ

ン

に

從

へ

ば

國

民

經

濟

學

は

分

類

概

念

從

つ

，て
法
則
槪
念
に
'於

て

は

^

#

自

然

科

學

i

等
し
い
。
其
の

_

 

念
構
成
は
自
然
刺
學
的
で
.ぁ
る
。
然
か
も
此
ぐ
の
如
き
分
：類
概
念
®

成
に
自
璧|

的
素
材
が
其
の
基
礎
を
爲
す
？
云 

ふ
事
は
何
等
其
のn

o
l
h
e
t
i
s
c
h
.

の
特
色
を
.變
じ
得
な
い
も
の
で
.ぁ
る
。，.：か

く

て

普

遍

槪

念

^
し

て

經

濟

學

の

法

則 

は
自
然
：科

學

の

因«
法

則

ど

同

樣

の

論

理

的«
造

を

有

し

て

む.る
.(1
)

.

既
述
の
如
く
シ
ュ
パ
ン
は
國

K
經
濟
學
的
認
識
•に
於
て
發
生
的
概
念
か
ら
作
用
槪：

念
を
區
別
し
、
而
し
て
後
者
を 

經
濟
學
對
象
0
自
的
論
的
性
質
"

換
言
す
れ
ば
價
値
|1
係
的
；性
.質
に
結
び
.付

け

た

；
。

旣

^

_

濟

學
 

的
性
質
を
認
め
、
而
し
て
倚
ほ
經
濟
學：

に
於
て
自
然
.科

學

的

普

遍

化

的

槪

念

柳

成

.
'
が

可

f

 
,
1
'

す
る
は
^

し
く
シ
ュ
 

、ノ

ン
自
身
の
辯
明
を
必
喪
^
す
?>
0 
:

先
づ
形
式
的
論
«

的
立
場
か
ら
見
れ
ば
國
民
經
濟
學
は
_普
遍
化
的
«

造
を
有
す
.る
他
：の
：
一
切
：の

科

學

ど

同

様

分

晴

. 

的
、
s

i
的(

普
遍
的)

議

目

的

を

有

し

て
&

る
。
經
濟
學
の
■

象
■

る

菌
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第

二

十

卷(

ニ
1
1四
六)

シ
ュ
バ
ン
の
經
濟
學
方
法
論
办
稂
本
思
想 

'
第
十
號
一
四
四

keit

で
あ
も
。
乍
然
>

經
1

は
決
し
'て
、
目
的
ビ
手
段
に
關
し
て
價
値
1
:斷
を
：下
さ
ん
ヒ
：す

る

规

範

學

で

は

な

い

。 

經
濟
學
は
手
段
の
S

H

Ŝ-
並

に

G
e
s
o
l
l
t
h
d
t

に
關
ず
る
剑
斷
を
下
さ
ん
>」

す
る
：も
0

で
は
«

く
、
單
に
中
間 

目
的
ど
し
て
の
手
段
の
作
用
並
に
作
用
.量
の
階
位
に
於
け
る
合
法
則
的
妥
當
關
係
を
硏
究
す
る
。
然
&
ば
斯
ぐ
の
如 

き
硏
究
に
.於
て
經
濟
學
は
.其
の
普
遍
的
理
論
的
認
識
の
基
礎
を
如
何
に
-し
て
得
：る

か

。
文

彼

は

經

濟
法
則
の
必
然
性 

を
何
處
に
求
め
ん
ヾ」

す
る
が
。
彼
は
此
の
.問
題
の
解
決
：を
終
局
に
双
て
は
所
謂
經
濟
主
義
の
原
則
に
求
め
ん
ミ
す
る 

.も
0

で
あ
る
。S

■'
•

.

さ
れ
ば
經
驗
科
學
を
文
化
科
學
ど
自
然
科
學
S

の
ニ
鮮
に
分
ち
、
經
濟
學
を
前
者
の
內
に
包
含
せ
し
め
ん
^
す
る 

-

立
場
か
ら
、

シ

，
パ
ン
の
方
法
論
上
の
見
解
を
飽
き
足
ら
ざ
る
も
のV

J

し
、
或
は
彼
.を

以

：つ
て
尙
：ほ
自
然
科
學
の
み 

が

唯|

の
»

_

な
ち
ヾ

」

す

る

見

解
.に
囚
は
れ
て
ゐ
る
S
見
る
彼
の
初
期
の
著
作
の
：み
：を

檢

討

し

た

.る
評
.者
(3
)

も
今
日 

其
の
批
評
を
改
め
な
い
で
あ
ら
う
i

鞋
人
は
想
像
す
る
。
洵

に

s
t
o
l
z
m
a
n
n

は
シ
ュ
パ
ン
の
斯
く
の
如
き
主
，張
を 

,
,以
つ
て
、
彼
が
シ
ュ

'
パン

.

典̂
に
非
議
せ
ん
^
す
る

^
入
*

_
的
，
因
果
的
傾
向
の
論
者
；に
加
へ
た
る
ど
同
樣
の
枇 

評
を
シ
ナ
パ
ン
に
加
ふ
る
事
を
惜
ま
な
い

-の
み
な
ら
す
、

シ
ュ
パ
シ
の
中
間
目
的
ど
し
•て
の
手
段
槪
念
の
檢
討
か
&
 

尙
ほ「

シ
：ふ
パ
ン
が
舉
竟
因
果
的
觀
案
方
法
に
復
歸
す
る」

も
の
な
る
事
を
指
摘
し
て
ゐ
.る
。̂)
果

し

て

然

ら

ば

玆

に

於 

て
も
シ

ュ

パ

ン
は
前
揚s

e
h
l

の
-批
評
を
甘
ん
じ
て
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ら

う

。

.

菩
入
は
今
吾
人
の
本
論
に 

:於
け
る
目
的
に
從
つ
て：

認
識
論
上
の
問
題
に
關
し
て
シ
ュ
パ
ン
を
評
す
る
^

を
避
け
る
o
乍
然
吾
人
は
是
等
の
批
評 

に
對
し
，て
シ
J

ゾ
の
思
索
發
M

の
徑
路
を
願
み
る
ざ

き
，
彼
の
出
發
»

が
旣
に
此
の
®
の
批
評
に
甘
ん
ず
べ
き
處 

に
あ
•る
を
發
B

す
^

。
;w

ち
彼
の

初
期
I

前
揭
シ
ュ
パ
ン
の

第

一
階
段
丨
の
M

索
の
®

^

は
#

が
作
用
f t

念
を
以
つ

.

.
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.

.

.

. 

.
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.

.

.
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.
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=

T

〖

般
に
自
欸
科
學
的
な
る
本
質
槪
念
か
冬
區
別
.せ
んV」

す
る
彼
特
有
の
見
解
あ
る
に
拘
ら
t:
、
多
ぐ
古
典
學
派
^

の
方
法
論
を
出
で
ざ
る
も
の
な
る
^

は
何
人
も
直
ち
に
看
取
し
得
る
所
で
あ
ら
う
。
夫
故
に
彼
.が
今
日
如
上
の
批
評 

を
受
く
るV

J

も
菩
人
に
は
左
程
不
M

_
で
は
な
い
。

W

び
}

人̂
は
觀S

を
新
に
し
て
シ
ュ
バ
ン
の
經
濟
學
槪
念
.構
成
の
論
理
的
性
質
の
意
義
を
明
か
に
し
た
い
V
J
Mふ
。
 

彼

は
”

既
に
述
ペ
犮
る
.が
如
く
"

社
#
槪
念
の
間
題
を
以
て
個
：别
社
會
科
學
の
從
つ
.て
又
：經
濟
學
の
方
法
論
の
最
高 

中
心
問
題
«

办
ヒ
觀
破
し
た
。
然
か
も
.一

方
彼
ぬ
か
の
雁
史
學
派
を
廻
ス
‘方

法

論
爭
を
顧
み
て- \
歷

史
學
派
の
虫
張 

の
如
，く
な
れ
ば

「

演

耱

法

一

般

の

可

能̂
從
;0
て
又
同
時
に
眞
の
理
論
的
性
質
"

法

舊

科

學

の

性

質

」

は

，
當

然

經

濟

學

‘ 

に
あ
つ
て
失
，は

る

、

こ^
を
懸
念
し
た
。£
‘而

し

て

此

の

事

は_シ
ュ
パ
ン
の
見
る
所
に
從
.へ
ば
歷
史
學
派
の
方
法
論
に 

於
对
>
?短
所
で
あ
う
、
弱
激
で
あ
.

^
<0
)
夫

故

に

、

特
に
：彼
が
々

F
u
n
d
a
m
e
n
t

に
於
て
展
開
し
た
る
經
濟
學
の
論
理
的 

桃
造
は
.ょ
く
經
濟
學
に
於
け
る
演
'釋
法|

般
0
可
能
を
吾
人
に
示
す
も
の
で
南
う
、
且
つ
經
濟
學
に
自
然
科
學
マ」

.同
：
 

檬
に
普
遍
化
的
理
論
的
槪
念
構
成
：が
可
能
な
り
ど
主
張
す
名
に
.至
つ
て
は
、

彼
.は
#

ろ
M

it
l
-
s派
に
對
し
て
§
_
«
ゝ
 

霞

を

辯

譴

ず

る

こw

犬
な
る
.は

明

か

で

あ

ら

う

。
更
：に

被

が

從

來

の

個

入

主

義

朐

經

濟

學

說

|

勿

論

此

の

內
,^
は
_ 

限
界
劾
用
學
說
を
も
舍
む
丨
^

非
議
す
る
事
甚
だ
急
な
る
に
拘
ち
す
、
F
§
d
a
m
e
n
t
K

JK
:T
述
べ
ら
れ
た
る

&
の
所 

論
は
往
々
吾
人
に
.其
の
反
對
の
印
象
を
.與
べ
.る
。
.其
‘の
ニ
三
の
.例
を
茲
に
示
せ
ば
i

目
な
る
語
は
彼
の
術
語
に 

於

て

はL
e
i
s
t
u
n
g
s
g
r

ols
s

.
で
f

p

ゴ
.ッ
セ
ン
の
法
則
は
、
彼
に
於
て
は
：目
的
達
成
の
.法
則
、
.
.
.手

段

妥

當

：の

法

則

でp‘ 

K

に
.限

界

効

用

の

，
法

則

は

#

R
心

趣

學

的

法

則

に

非

：ず
'ど
解
せ
ら
れ
て
居
る
。e

さ
れ
.ば
大
體
'に
於
.て
彼
が
M

-s
: 

g

g
の
理
論
經
濟
學
.め
，
.從
つ
:T
又
塊
國
派
經
濟
■
論
の
追
隨
者
で
あ
'る
ぶ
云」

ふ
％
强
^
.不
.當
で
は
-«
い
。
勿
論
彼
へ 
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十

卷
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三
：四
八)

y

ユ
パ
.ン
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經
濟
舉
方
法
論
0

根

本

^

想

 

.
第
十
號
、

1

四

_

.
の
作
用
槪
念
は.心
理
學
的
槪
念
を
許
さ
：な
い
0
:乍

然

、
，前

提

：の
批
評
を
顧
み
：る
^
き

に

は

寧

ろ

其

れ

は

單

な

る

言

葉 

.
の
爭
ひ
に
過
ぎ
ダ
る
の
觀
♦か
あ
る
' 

さ
れ
ば「

其
.の
全
體
學
說：

あ
る
に
狗
ら
ず
少
く
.？
.名
方
法
^
•的
に
は
、

シ
ュ
パ 

V

は
今
日
尙
ほ
個
人
主
*

的
出
發
點
を
固
持
す
る
-
5

、

限

界

効

用

學

說

が

其

：れ
.を
代
表
せ
る
に
等
し
い」

ビ
袞
ふ 

，前

揭

S
t
o
l
z
m
a
n
n

の
枇
評
は
又
茲
に
、新
し
.き
對
比
を
生
ひ
に
充
分
で
.あ
る
。

以
上
論
ず
る
所
に
從
つ
て
是
れ
を
樾
れぱ、

'y
v

パ
ンが、

邦
の
社
會
學
的
根
本
觀
念
た
る
全
體
主
義
の
舉
說
を 

.經

濟
學
方
，法

論

の

中

心

に

置

か
んビする

こV」

、

雄

に

.
經

濟

學

を以

て

目的

論
的

科
學
な
りビ斷ず

る
^
は
彼
の
方 

.法
論
の
#

色
を
構
成
す
.る
。
然
か
も
尙
ほ：

彼
が
單
'S
經
濟
を
是
認
せ
る
處
に
其
の
条

•經
濟
學
の
論
理
的
性
質
を
論
ず
る
に
及
ん
で
自
然
科
學
に
類
同
を
求
め
て
經
濟
學
の
自
的
論
的
特
質
を
疑
は
る 

> に 

军
つ
て
は
：、
彼

は

個

人

生
_

的
影
響
を
完
全
.に
脫
却
し
得
ざ
る
も
の
.で
あ
.る
^
去
ふ
吾
人
め
批
評
は
今
や
一
般
に
锻 

に
妥
當
す
る
。
彼

が

F
u
n
d
a
m
e
n
t

中
に
展
開
：せ̂
經
濟
學
歡
は
決
し
て
吾
人
に
新
奇
を
®

求
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

而
.し
て
人
が
從
來
其
の
解
決
を
本
質
上
«

納
ビ
演
釋
> 
若
し
く
は
抽
象
的
方
法
e
.現
*
的
方
法
ビ
の
連
接
に
求
め
來 

f

y

L方
法
問
題
は
、
«

に

從

：べ

ば

龙

し

く

「

理

論

的

硏

究

の

内

部

に

於

て

個

人

主

義

的

歸

趨

か

ら

經

濟

の

全

職

•蠢

 

的
現
實
に
橋
を
架
す
る
^

」

.ヾ」

に
存
し
t

ゐ
る
o

g

#

&ば
*
し
て
彼
の
斯
く
の
如
き
架
'橋
事
業
が
彼
に
依
つK

完
成 

せ
ら
れ
し
や
.否
や
。 
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